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序 文

江戸時代の地誌である白河風土記には借宿の地より古瓦が出土し、 この地を白河軍団跡とされ

ております。 大正未年には関和久からも奈良時代の瓦が出土することが知られ、 故岩越二郎氏に

より学界に紹介されました。 その後、 借宿については寺院跡であることが判明し、 一部は県史跡

に指定されました。 また関和久をもって神亀5年設置の白河軍団跡とする説も提出されました。

県教育委員会は、 関和久遺跡の重要性に鑑み、 文化庁、 研究者の方々のご助言を得て、 昭和47

年より10 年間、遺跡の範囲と性格を確認する調査を行い、 古代白河郡家跡であることが判明し、

国史跡指定のはこびとなっております。

本遺跡は、 かって関和久の一部と考えられておりましたが、 関和久遺跡が郡家跡と判明したた

め、 その関連の 「関和久上町遺跡」として今年度より5ケ年計画で調査を開始いたしました。

本年度は、 その第1年度として、 上町地内の一部を調査し、 所期の目的を達することができま

した。 ここに本年度の調査成果につきまして、 その概略を報告いたします。

本報告書が広く県民の方々に認識を深めていただくとともに、 研突資料としてご活用いただけ

れば幸いと存じます。

最後に、 この調査のご指導をいただきました県文化財保護審議会委員伊東信雄博士はじめ各指

導委員、 宮城県多賀城跡調査研究所、 泉崎村、 泉崎村教育委員会、 地元協力者各位に深く感謝の

意を表するものであります。

昭和58 年3月

福 島県 教 育 委 員 会

教育長 邊 見 榮之助



例 言

1. この事業は国庫補助による事業である。

2. 本報告書は関和久上町遺跡調査 5 ケ年計画の第1年次目の概報である。

3.発掘調査の基準点は関和久遺跡B MNo.lより移動した原点(N 630.5m · E 693 .5m) 

関和久遺跡B MNo.lからの東西・南北の距離として記述した。

を用い

4. 本遺跡は全国遺跡地図 ー福島県一(197 4文 化庁） の関和神社遺跡(38-89)、関和神社下遺

跡(38-90 )、

ものである。

高福寺跡(38-91 )、上町遺跡(38-92)を 一括して関和久上町遺跡とした

5 . 瓦の分類は第2表の基準によるものとする。

6.土器のロクロ調整杯は付表1 の分類を用いるものとする。

7 .執筆分担は以下の通りである。

第1 章第1 節•第2節木 本 第2章第1 · 2節・木 本 第3節・辻

第3章第1節 •第2節SI01 ~05 ·第4節・木 本

第4 章第1 · 4 節・木 本 第2 · 3節・辻

第3節・渡辺 第2節．SI06 · 07 ·氏家

8. 土壌分析は東北大学農学部土壌立地研究室

9. 本報告書の編集は木 本が担当した。

庄子貞雄氏に依頼した。

付表1 ロクロ整 形杯形 土器分類表

再調整 切り離し 類 別 再調整 切り離し 類 別

回転ヘラ削り 不 明 1 類 回転ヘラ削り 回転ヘラ切り 3 a類（ 体F部＋底部） （一部）

囮転ヘラ削り 1 a類 r,,W 回転糸切り 3 b類

こ
回転糸切り 1 b類

ヘラ削リ

静止糸切り 3 C 類切り離し痕

静止糸切りl 1 C 類 手持ちヘラ削り
回転ヘラ削り （一部） 回転ヘラ切り 4 a類

手持ちヘラ削り 不 明 2 類
手持＼江し／

回転糸切り 4 b類（体F部＋底部）

囮転ヘラ切り 2 a類
ヘラ削り

静止糸切り 4 C 類切り離し痕

再調整なし

是
回転糸切り 2 b類 厠転ヘラ切り 5 a類

手持ちヘラ削りi静止糸切り 2 C 類 ＼上ノ 回転糸切り 5 b類． ．  
第2表 ロクロ整形杯形土器分類表 切り離し痕 静止糸切り 5 ·c類
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第 1 章 遺跡の環境

第1節 位置と地形

本遺跡は東北本線泉崎駅の南東 3kmの西白河郡泉崎村大字関和久字上町、上関和神社下地内に

位置しており、南方約 2kmを阿武隈川が流れている。

遺跡周辺は、那須山系に水源を発し東流する阿武隈川が大きく北に向きを変える部 分の約 4km

程上流となっている。 阿式隈川は白河市街地付近 ま では流域に狭長な河谷平地を形成しながら流

れてくるが、市街地の途切れた溺目付近から下流では流域を広げ平坦な段丘面も広くなる。 さら

に関和久遺跡西方50 0 mの木 内山、借宿廃寺跡東方 1 kmの人忘不山が相対する部 分で幅1kmと狭く

なり、 そ こから下流に向って流域幅を広げ、遺跡附近では段丘により形成された流域の平坦面は

南北幅約 2kmとなり、 その ま ま 東に向い、遺跡の南東約 5 kmで大きく北に流れを変える。 遺跡付

近か下流約1 0 kmにわたり、幅 2km程の平坦面が流域に形成されており、 その最上流部つ ま り流域

第1図 関和久町周辺の遺跡

゜ 2 km 
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の平坦面の一番奥の部分に本遺跡を含む遺跡群が位置する形となっている。

遺跡の位置する面は阿武隈川河床面から約7mの比高を有する付近では一番高い4段目の段丘

面上に位置しているが、 関和神社下の地点の一部は丘陵の斜面となっている。 本年度調査地点と

高福寺跡地点、 関和神社下地点の間には狭長な開折谷が北方から入り込み、 現在は水田となって

いる。 さらに、 本遺跡の西と北には関和神社のある丘陵があるため、 西と北が丘陵に区画され、

東と南が流域の平地に向って開いた明るい開地形の地形となっている。

第 2 節 周辺の遺跡

本遺跡は、 郡家跡である関和久遺跡と並んで、 律令時代の白河郡の中心付近に位置している。

律令時代の白河郡は、 現在の白河市、 西白河郡、 東白川郡、 石川郡を含む範囲であり、 本遺跡の

周辺は、 その中でも重要な遺跡が多く分布している地域である。

旧石器時代では、 関和久遺跡からナイ形石器が 1 点出土しているのみであり、 その地は阿武隈

川をはさんで離れている東村谷地前C遺跡、 石川町上悪戸遺跡があるのみである。 縄文時代の遺

跡も、 八雲神社遺跡(1 2)など数遺跡が見られるのみで、 あまり多いとはいえない。

弥生時代の遺跡としては、 上野館遺跡(18)、 日渡前遺跡( 6)など5遺跡が見られる。 この

うち、 上野館遺跡出土のものは、 弥生時代中期初頭と考えられるもので、 この地域の農業経済社

会の成立を考える上で、 興味深い資料である。 また、 地図範囲外であるが、 西方約 6 kmには弥生

後期、 天王山式の標式遺跡となった天王山遺跡がある。

古墳時代になると、 遺跡が多く見られるようになる。 遺跡の北西約5 kmには、 かつて力士形埴

輪を出土し、 昭和56 年の調査では、 「盾を持つ人」、 「琴を弾く人」、 「鳥」など、 多くの形象

埴輪を出土した原山 1号墳を含む古墳群、 西南西2.5kmの阿武隈川対岸には、盾形埴輪を出土した

下総塚古墳、 石枕を出土した田島銀蔵古墳群があり、 半径1 kmの範囲でも、 愛敬山古墳群、 東山

古墳、 石塚古墳、 集落跡である古内遺跡などが見られる。 また、 北方 2 kmには、 史跡泉崎装飾横

穴を含む横穴群があり、 県内でも有数の古墳が分布している地域といえよう。

律令時代の遺跡では、 南西約6 00mに白河郡家跡である関和久遺跡があり、本遺跡は、この関和

久遺跡と同じ瓦を出土しており、 大正15年の岩越氏の本遺跡の発見が、 関和久遺跡発見のきっか

けともなっている。 また、 出土瓦、 土器からして、 両遺跡は、 奈良～平安時代に並行して存在し

ていたものと考えられ、 この両者の関連を探るのも、 今年からの調査の目的である。 さらに関和

久遺跡の南西1.5kmの阿武隈川の対岸には、 県指定史跡借宿廃寺跡がある。 ここからは、関和久遺

跡と同じ瓦、 薄仏等が出土しており、 白河郡家に附属する寺院跡と考えられ、 この近辺が律令時

代の白河郡の中心であったことは、 まちがいないと考えられる。

さらに、 阿武隈川の対岸5~ 1 0 kmの、 東村から石川町にかけての丘陵地区には、 この時代の、
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大規模な集落群が展開している ことが、近年の調査で知られるようになった。

第1表 周辺の遺跡

番号 遺跡地図 遺 跡 名 時 代 性 格

1 38-89~92 関 和 久 上 町 遺 跡 奈 良～ 平 安 ←呂ム —· 衛 ？ 

2 38 - 87 関 和 久 遺 跡 ク 郡 家 跡

3 38-69 · 70 借 宿 廃 寺 跡 ，， 寺 院 跡

4 38 - 88 関 和 久 窯 跡 平 安 瓦 窯 跡

5 姪 内 前 遺 跡 縄 文 散 布 地

6 日 渡 山 遺 跡 弥 生 ', 

7 外 ノ 内 遺 跡 土師器散布地 土師器散布地

8 38-13（央） 泉 崎 横 ．J
． "\. 古 墳 装 飾 横 穴， 泉 崎 窯 跡 須 恵 窯 跡

10 都橋四 ッ塚古墳 古 墳 円 墳 ？ 

11 小林 山 古墳群 ，，， 円 墳 群

12 38 - 77 東 山 古 墳 ク 円 墳

13 北 平 山 瓦 窯 跡 瓦 窯 跡

14 38 - 93 八 雲 神 社 遺 跡 縄 文 散 布 地

15 38 - 94 石 名 沢 遺 跡 ，，， ', 

16 38 - 95 新 林 遺 跡 弥 生 ，， 

17 38 - 81 薬 師 堂 遺 跡 縄文 ・ 奈良？ ケ

18 38 - 83 上 野 館 遺 跡 弥生 ・ 中世 包含地 ・ 館 跡

19 伊 賀 館 跡 中 世 館 跡

20 38 - 96 愛 敬 山 古 墳 古 墳 円 墳

21 38 - 85 古 内 遺 跡 ケ 集 落 跡

22 38 - 44 谷 地 久 保古墳 奈 良 ？ 火 葬 墳

23 38 - 86 大 網 堂 跡 中 世 寺 院 跡

24 剣 宮 遺 跡 奈良～ 平安？ 散 布 地

25 38 - 97 庭 渡 神 社 遺 跡 縄 文 ，，， 

26 38 - 99 石 塚 古 墳 古 墳

27 38 - 66 下総塚古墳群 ，， 前方 後円墳

28 38 - 67 田 島銀蔵古墳群 ク 円 墳
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第 2 章 調 査 経 過

第 1 節 過去の調査

本遺跡及び関和久遺跡が古瓦出土 地として紹介されるようになったきっかけは、 大正 15年 3月

14日故岩越二郎氏が 高福寺跡で重弧文軒平瓦第 類を発見した。 この点は岩故氏の 「西白河郡烏

峠附近の遺跡、 遺物に就いて」、 「関和久遺跡I」に祥しい。

岩越氏の前出報 文によれば、 その後昭和 1 0年 8月には関和神社下の地点から、 11月 1 0日には県道

の南側からも古瓦が出土する ことを確認している。同23日には故内藤政恒氏を岩越氏が案内し、本

遺跡と関和久遺を訪ね、内藤氏は昭和 13年に発表した「東北地方発見の重弁蓮華文鐙瓦に就いての

一考察」（下）の中で本遺跡の関和神社下地点出土 の瓦を用い、白河軍団関和久遺跡説を提出してい

る。但し、 この段階では本遺跡と関和久遺跡の区別はしていなかったものと考えられる。また、岩越

氏の前出報 文では借宿廃寺跡を寺院跡としているが、 その最後の部 分では白河風土 記以来の借宿

を軍団とする立場を取り、 対岸の関和久を寺院跡としている。 関和久遺跡の部 分を正倉、 あるい

は寺院か私人の米倉跡としており、 それ以上のことは述べていないが、 本遺跡と関和久遺跡を 一

つのものと考えていたものと考えられる。 その後、 昭和 35年の「借宿廃寺址 その他について」で

岩越氏も関和久の地を白河軍団跡としている。

さらに、 昭和 37年の 「福島県遺跡地名表＿1962-」では岩越氏は本遺跡を関和神社下遺跡、 関

和神社遺跡、 高福寺遺跡、 中ノ寺高福寺跡、 関和久遺跡を明地遺跡と地点別に分けて報告してい

る。

昭和44年に関和神社のある丘陵北側の水田地帯の圃場整備事業が行われた際、 丘陵の北斜面よ

り瓦窯跡が発見されており、 これが関和久窯跡である。 これと相前後して今年度調査地点附近の

遺跡の所在も確認されている。 そして昭和 4 7年の 「福島県遺跡地名表1971」には 「福島県遺跡地

名表1962」の地点に関和神社裏遺跡（関和久窯跡）、 上町遺跡（今年度調査地点）が加えられた。

また、 昭和45年に本遺跡を踏査した渡辺 一雄は 高福寺跡から今年度調査地点に至る各地点は一

連のものとして把握すべきものである ことを 「福島県の寺院跡・城館跡」で述べている。

昭和4 7年には関和久遺跡の調査が開始され 「関和久遺跡I」では本遺跡、 関和久遺跡、 関和久

窯跡は分けられるもので、 関和久遺跡については軍団説を保留しながらも、 郡家跡の可能性を述

べており、 「関和久遺跡 11 」では郡家跡であろうとしている。 さらに、 昭和 54年の 「関和久遺跡

軋」では調査者の1人、 伊東信雄は白河郡家跡である関和久遺跡との関連から神亀5年設置の白

河軍団跡が本遺跡である可能性を述べている。
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このようにして現在に至っている力＼関和久遺跡と分離されたのは関和久遺跡調査開始以来であ

り、 「関和久遺跡II~ X」では便宣上、上町地区、上町遺跡の名称を用いているが、これは遺跡

地名表では今年度調査地点のみの名称であるので混乱をきたす可能性がある。 また、近年の地番

変更で本遺跡の大部分が泉崎村大字関和久字上町に入てしまっ ている。 これらの点を考慮して、

上町遺跡、中ノ寺高福寺跡、関和神社遺跡、関和神社下遺跡を一括して 「関和久上町遺跡」と呼

ぶこととしたい。 さらに各地点を示す場合、上町地点などと便宣的に使用することとする。

第 2 節 調 査 日誌

10月12日～15日 調査開始、土塁跡一部切払いの後実測開始。 関和久遺跡BMlより原点移動

(N 643. 5m、E 690.5m)。 土塁に第1 、 2トレンチ設定、表土剥離、精査。気候暖く作業順調。

10月18日～22日 土塁現況実測完了。 第1 · 2トレンチ精査、第3トレンチ設定、表土剥離、

S 101検出。 20日雨のため野外作業中止、土器洗い、既出土瓦の拓本取りを行なう。

10月25日～29日 第1 · 2トレンチ土塁・溝精査。 第3トレンチ表土剥離完了、北半部よりS

102~04検出、南半部は攪乱ピット・溝のみ。第1 · 2トレンチ間の土塁上に第4トレンチ設定、

土塁上より明治41年のピット検出、各種遺物出土。 今週は天気がよく作業は順調に進む。

11月 1 日～ 5 日 第1 · 2トレンチ 写真撮影、遣り方設定。 第3トレンチS101 · 02掘り込み、

精査。 第5トレンチ設定、SB01、S105 · S X 01検出。11月 3 日祝日で休み。11月 5 日県庁記者

クラブー行、文化センタ ー 遺跡調査課、栃木県交化振興事業団一行来訪。

11月 8 日～12日 第1トレンチ遺構実測、SFOl断ち割り。 第3トレンチS101 ~03実測、SI

04精査。 第6トレンチS105 · S X 01掘り込み・精査。 10 · 11日雨。11日午後、岡田委員着、小雨

の中作業。 12日、伊東・梅宮委員も加わり指導を受ける。 協議の上SF、SD、SB01は中世～

近世のものと確認すゆ。 第6トレンチ設定。

11月15日～20日 第3トレンチS101~04精査、写真撮影、S104実測。 第5トレンチS105、S

XOl精査、 写真撮影、遺方設定、実測開始。 第6トレンチ精査、SD02 · 03精査、SE 01検出。

17日午後文化庁 桑原調査官来訪、18日指導を受ける。 20日午後、伊東・梅宮委員、文化課長、日

高、泉崎村助役、教育長、県南教育事務所社教主事が加わり現地説明会。

11月24日～26日 SF 01セクション実測、S801、S105 · 06 · 07、SD02 · 03、SE 01実測、

写真撮影。 一部埋め戻し。

11月30日～12月 1 日 第4トレンチSF、SD01実測。 器材整理の上 1 日搬出。 30日午後、坪

井委員来訪、 1 日指導を受ける。 午後、現場を撤収し調査を完了する。
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第 3 節 既出土の瓦

上町遺跡から こ れ ま でに出土 している瓦は借宿廃寺、関和久遺跡出土の瓦と共に、主として岩

越 二 郎氏、 藤 田定市氏、 穂積国 夫氏らによって収集保管さ れており、今 日 こ れらの遺跡群から出

土 する瓦群の大要を知る こと がで き る。 ま た内藤政恒氏、伊東信雄氏、 進藤 秋耀氏らによって、

こ れらの瓦群の持つ内容も ほ ぼ明らかにさ れて き ている。

本節では こ れら先学の研究成果を踏 ま えた上で、共通する瓦を出土 している。 借宿廃寺、 関和

久遺跡、 上町遺跡から こ れ ま でに出土 している軒 丸、軒平瓦を再度集成すると共に こ れらの遺跡

群出土瓦群に共通する型式番号をもって瓦を示す こととしたい。 なお 、 型式番号の各 々 は同一の

苑によって作ら れたものに対応するものである。 ま た福島県内の遺跡ではすでに腰浜廃寺出土の

瓦群に型式番 号 が付さ れており（福島市教委、 1 980. 3 ) 、 こ れとの重複を避けるた めに本遺跡

群では 、 10 0 0番台の番号を使用し、1 0 0 0~1 499の間に軒 丸瓦、15 0 0 ~20 0 0の間を軒平瓦を充てる

ことにする。 ま た 丸瓦、 平瓦については、従来関和久遺跡の報告書を通して分類 が行なわ れて き

ている が、 特に平瓦は発掘した年度 ごとに各 々 分類 が行なわれており 、 同一群の平瓦の分類名 称

が報告書 ごとに変 化するな ど、 やや混乱を生 じ ているよ う に思わ れるので、 こ れについても従来

出 土している瓦全体の分類を行ない、 統一した名 称を付す こととしだ。

1． 軒 丸 瓦

1100軒丸瓦 （第 3図 1 ) （複弁六葉蓮華文第 一類）

複弁六葉蓮華文である。 面径 18.5cmを計る。 中房は直径6. 0 mと比較的大 き く 、 約 0. 8cm突出

している。 蓮子は 1 + 6 で周囲の 6個の蓮子は各 々 間弁に対応した位置に配さ れている。 花弁

は 反りかえり が強い。 各花弁の間にY 字状の間弁を配している。 外区は内側に向けて傾斜し、

x 字状の浮文 が付さ れている。

丸瓦との接合は 、 ま ず瓦当裏面に丸瓦広端部 に対応する弧状の溝を う が ち、次に接合を強 固

にするた めに、あらか じ め縦方向に傷をつけた丸瓦の広端を溝に差し込 み 、 上下に粘土 を加え

る方法をとっている。 この方法は本遺跡群出土 の複弁六葉蓮華文軒 丸瓦全体に 共通するもので

ある。 瓦当裏面及び接合部 に近い丸瓦部 凹面は ナ デ、瓦当周縁及び接合部 に近い丸瓦部 凸面は

縦方向のケ ズ リ で調整 さ れている。

1101軒丸瓦 （第 3図 2 ) （複弁六葉蓮華文第二類）

複弁六葉蓮華文である。 11 0 0軒 丸瓦と同様の文様構成を持つ が、 面径は15.5cmを計り 、 や や

小ぶりである。 中房直径は5. 0cmで、1 + 6 の突出した蓮子を持つ。 周囲の 6 個の蓮子の各 々 が

花弁の中心に対応する位置に配さ れる点は11 0 0軒 丸瓦と異なっている。 丸瓦との接合方法は、

11 0 0軒 丸瓦と ま ったく同 じ である。

- 6 -
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1102軒丸瓦 （第3図 3 )

複弁蓮華文である。 小破片であるた め全体の 文様構成を知る ことはできない。 弁幅が他の複

弁蓮華文に比して小さい ことが特徴である。 面径も比較的小さいように思われる。 花弁は反り

かえりが 強い。 外区は内側に傾斜して おり、 X 字状の浮 文が付される。

1110軒丸瓦 （第3図 4 ) （複弁六葉蓮華文第三類）

複弁六葉蓮華文である。 文様構成は11 0 0軒 丸瓦と ほ ぼ同じ であるが、間 弁の突端がのびて花

弁の先端部分をつつみ、他の 間弁と連続していく点に大きな違いがある。 蓮子も11 0 0番台のも

のに比して低く、 中心の蓮子が周囲の蓮子に比して やや大きい 特徴がある。 花弁の反りかえり

は ほと ん どなく、平面的な 文様にな っ ている。 外区は内側に傾斜して おり、 X 字状の浮 文が付

される。 丸瓦との接合方法は11 0 0軒 丸瓦と同様であるが、接合後瓦当裏面に強いケ ズ リ を加え

く ぼ ま せている。

1111軒丸瓦 （第3図 5 )

複弁蓮華文である。 小破片であるた めに全体の 文様構成は 不明である。 弁区は比較的大きな

花弁とV 字形及び直線とに分かれた間弁とで構成さ れる。 花弁には ほと ん ど反りかえりがなく、

平面的な 文様にな っ ている。 外区は内側に傾斜して おり、外区から内区外周にかけて逆V 字形

及び棒状の浮 文が交互に配列される。 瓦当裏面はケズ リ で調整 されている。

1120軒丸瓦 （第4図 6) （重弁八葉蓮華文2 A 類）

単弁八葉蓮華文である。 （注 1 ) 中房は約0. 9cm突出し、円形の蓮子を 中央に 1 個、その周囲

の花弁の中央に対応する位置に楔形の蓮子 4個を配置している。 弁区は外方にいくにつれてに

上方に反る大型の花弁と それに重なる子葉及び 間弁とで構成される。 花弁の先端から 中心及び

間 弁の 中程の部分に向か っ てのびる細い隆線が 3本描かれている。 外区は外側の平端な部分と

内側に傾斜する面とに分かれ、傾斜する面には X 字状浮文が付されている。 丸瓦との接合は、

111 0軒 丸瓦と同様であるが、 丸瓦広端部には縦方向の傷は付けられていない。 瓦当裏面にはケ

ズ リ が加えられている。

1121軒丸瓦 （第4図 7 ) （重弁八葉蓮華文2 B 類）

単弁八葉蓮華文である。 面径は11 2 0軒 丸瓦よりも や や大きく、弁区の 文様は同じ である。 中

房の突出は約 0 , 4cmで低く、圏線を めぐられている。 中に 1 + 4の円形の蓮子を配 し ている。 4

個の蓮子は ほ ぼ間弁に対応する位置である。 外区の形状は112 0軒 丸瓦と同様であるが ヘ ラケ ズ

リ によ っ て調整 されて おり素 文である。

1122軒丸瓦 （第4図 8)

単弁蓮華文である。 小破片であるた め文様構成は不明である。 花弁は112 0 , 1 121軒 丸瓦と ほ

ぼ同じ であるが ややふくらみに 欠ける。 花弁の先端から中心に向か っ て一条の細い隆線がのび
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る。 間弁は隆線で表現しており、 Y 字形を呈さない。 花弁の中程の左右及び間弁の中程の部分

に 「米」形の浮文が付される。 外区は1 1 22軒丸瓦と同様である。 瓦当 裏面はナ デで調整されて

いる。

1 1 40軒丸瓦 （第4図 9) （重弁八葉蓮華文軒丸瓦第一類）

単弁八葉蓮華文である。 1 +4の蓮子を持つ中房の周囲に八葉の花弁を配す る。 4個の蓮子

は各々間弁に対応する位置に置かれている。 花弁の根本にはやや不明瞭ではあるが子葉が重ね

られ ている。 外縁はナ デで調整されており索文である。 瓦当 裏面はナ デ及びケ ズ リ で調整され

て いる。

1 1 50軒丸瓦 （第4図10) （重弁八葉蓮華文軒丸瓦第三類）

単弁八葉蓮華文である。 蓮子を持たない小さな中房の周囲に花弁を配し ている。 花弁の根元

には子葉が重 ね られ て いる。 子葉の先端はつぶされている。 丸瓦との接合は瓦当 裏面の外周に

合 わ せ て 丸瓦の広端部を押し付け 、 下に わ ずかに粘土をはり足して行な っ て いる。 瓦当 裏面は

ナ デに よ っ て 調整している。

1 1 51 軒丸瓦 （第4図1 1)

単弁蓮華文である。 小破片のため文様構成は不明であるが、 1 150 軒丸瓦と類似したものであ

るらしい。 花弁の根本にはふくらみのある子房が重ねられている。

1 1 60軒丸瓦 （第5図1 2) （重圏文軒丸瓦）

中心の円圏と外縁との間に四重の同心円文を描いたものである。 各円文は各々内側に傾斜す

る面を持っ ており、 立体的な同心円文にな っ て いる。 外縁は細く、 ナ デに よ っ て 調整され てい

る。 丸瓦部は外面にナ ワ タ タ キを残すもので、 丸瓦の広端部と瓦当 裏面の外周部分とを合 わ せ

て下に粘土を付加して接合され ている。

1 1 80軒丸瓦 （第5図13) （細弁蓮華文軒丸瓦）

細弁蓮華文である。 中房は突出せ ず、 二重の圏線に よ っ て区画され、 中心に 1 個の大きな蓮

子、 その周囲に 8 個の小さな蓮子を配置する。 中房の周囲には1 6 枚の花弁を配し、 花弁の間に

は間弁の表現かと見られるV 字形の浮文が付される。 外区内縁には交差する鋸歯文が配されて

いる。 外区外縁はケズ リ で調整され ている。

丸瓦との接合は、 瓦当 裏面に丸瓦の広端部を当 て 、 上下に粘土をはり足すことに よ っ て行な

われている。 瓦当 裏面は丸瓦との接合後え ぐるようなヘ ラ ケ ズ リ に よ っ てくぼんでいる。

2 . 軒 平 瓦

1 500軒平瓦 （第5図 1 · 2 第 6 図3 · 4)（重孤文軒平第一類）

ロ ク ロ 引き重弧文である。 瓦当面の厚さは3 -4.5cm、 顎の深さは7.5-10.5cm程度で、 段顎

にな っ ている。 弧文の沈線の幅には若干のバ ラ ェ テ ィ が見られる。 顎部は無文でナ デに よ っ て

- 10  -
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調整 されている のが普通であるが 、 ま れにヘ ラ 描き沈線によって斜格子が付されているものが

ある。

1520軒平瓦 （第6 図 5 ) （重弧文軒 平瓦第二類）

ヘ ラ 描き重弧文である。 瓦当面 の 厚さは 4 cm前後、 顎の深さは 7 cm 前後である。 額は瓦当面

から平瓦部 にかけて除 々 にうすく な っていく傾斜顎に な っている。 平瓦部 と の境界に横走する

2本 の 沈線を描き 、 その上部 に山形文、 鋸歯 文、 山形文と同心円 文を組み合わせたも の 、 格子

文な どを描く。 顎部 接合の際に平瓦広端部 に格子形に傷を付けるのが普通である。

1540軒平瓦 （第6 図 6 ) （珠 文縁鋸歯 文軒 平瓦）

瓦当面 の 中央部 分に 2 列 の連続する鋸歯 文を置き、 そ の 周 囲に珠 文を配するものである。 外

周は無 文である。 顎 の形態は1520軒 平瓦と同様であるが無 文でケ ズ リ が加えられて おり、 端部

は面取りされている。 平瓦は凸 面に ナ ワ タ タ キ 、 凹面に布目を残すも のである。

1560軒平瓦 （第6 図 7 ) （無 文軒 平瓦）

ナ ワ タ タ キを残す平瓦にわ ずかに粘土 をはり足して軒 平瓦としたものである。 瓦当面の厚さ

2.5cmを計る。 瓦当面及び顎部 に ナ ワ タ タ キを残している。 顎の深さ5.5cm 、 傾斜顎である。

3. 丸瓦の分類

今年度 の出土 資料も含めて関和久・借宿廃寺・上町の各遺跡か ら 出土 し ている丸瓦の 中には 、

有段 、 無段 の 両者が存在する ことはすでに知られているが 、 全形の窺い得る資料は ごくわずかで

あるた め、 丸瓦全体 の分類基準とする ことは現状では 困難であるように思われる。 従って こ こで

は凸面 の タ タ キ 、 調整 を甚準と し て分類 し たい。

第1 類 （第26図 1 )

凸 面 の タ タ キ の痕跡を ナ デによってすり消すものである。 有段 、 無段 の 両者がある。 凸 面 の

調整 は 多くの場合、 最後に回転を利用して横方向 の ナ デ、 次に縦方向 の ナ デが施される。 凹 面

には布目が残されるが 、 両端部 から 2 ~ 3 cm の 範囲は縦方向 のケ ズ リ に よって布目をすり消し

ているのが普通である。 布の 綴 じ 合わ せ の 痕跡、 糸切り痕跡、 粘土 の 合わせ目が観察され 、 粘

土 板桶巻き 2 枚造りである ことが知られる。

第 2 類 （第7 図 1 )

凸面 の タ タ キ の痕跡を縦方向 のケ ズ リ によってすり消すものである。 借宿廃寺より完形品 1

点出土 している。 第7 図 1 は全長39.5cm広端部 幅20 .5cm 、 狭端部 幅11 .5cmを計る。 無段である。

凹面には布目が残されるが 両端部 から 1 ~ 2 cm の範囲には縦方向 のケ ズ リ が加えられる。 布の

綴 じ 合わ せ の 痕跡、 枯土 紐の 巻き上 げ痕跡が観察され 、 粘土 紐巻き 2 枚造りである ことが知ら

れる。 これ ま で のと ころ 、 関和久、 上町の 両遺跡からの出土 例は知られてい ない。

第3 類 （第7 図 2 )
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凸面に ナ ワ タ タ キの痕跡を その ま ま 残すものである。 全長は不明であるが、 31.5cm残存 し て

おり、 広端部 幅17cmを計る。 凹 面には布目が残され、 ほと ん ど調整 されない。 粘土 板桶巻き 2

枚造りである。

4. 平瓦の分類

凸面に残される調整 、 タ タ キ 等によ っ て分類 し 、 各 々 の細かな特徴によ って細分 し た。 た だ し

4類と 5 類とは後述するように製作技法が異なる可能性が強く、 その他の特徴にも若干の違いが

認 められるた め敢えて別の分類と し た。

第1 類 （第8図 1 )

凸面の タ タ キ を ナ デ、 又はケ ズ リ によ っ てすり消 し ているものである。 凹面には布目が残さ

れるが、 部 分的に ナ デ、 ケ ズ リ ですり消される ことが 多い。 模骨痕、 布の綴 じ 合わせ目、 糸切

り痕跡が観察される。 粘土 板桶巻き造りである。 凸面の ナ デの特徴によ っ て 1 -a 類回転を利

用 し た横方向の ナ デを施すもの、 1 - b 類縦方向のケ ズ リ を施すもの、 1 -c 類 不定方向の ナ

デを施すものに細分される。

第 2 類 （第8図 2 )

凸面に布目、 模 骨痕が観察されるものである。第8図3は残存長 36.5cm、 広端部 幅30.5cmを計

り、 広端部 幅と狭端部 幅との差が小さいようである。 凸面には模骨痕を消す ことを意図 し たか

のような部 分的な縦方向のケ ズ リ が加えられる ことが 多く、 ま れに ほ ぼ全面にケ ズ リ を施す こ

とがある。 布目の残されている部 分には、 か っ て川原寺の凸面布目瓦で観察されたものと同様

のく ぼみ （奈良国立 文 化財研究所、 1960 . 3 ) が観察される ことがある。 ま れに粘土 板の合わ

せ目が観察される ことがある。 凹面には原則と し て 回転を利用 し たと思われる横方向の ナ デが

加えられるが、 その後縦方向の ナ デない し ケ ズ リ がなされる ことも 多い。 左右両側面はケ ズ リ

によ っ て 3面に面取りされている。

第3 類 （第8図 3 · 4 · 5 、 第26図 4 )

凸面に格子ない し X形の タ タ キを残すもとである。 凸面は タ タ キの後に調整 される ことは少

ないが、 ま れに ナ デない しケ ズ リ が加えられる こともある。 凹面には布目が残され、 模骨痕、

糸切り痕跡が観察され る。 調整 される ことは ま れである。 粘土 板桶巻き造りである。 格子ない

し X形の種類によ っ て、 3 - a 類比較的小型の斜格子 タ タ キ を残すもの （第8図 3 ) 、 3 -b 類

比較的大型の斜格子 タ タ キを ま ばらに施すもの （第26図 4)、 3 -c 類大型の X形を残すもの

（第8図 4 ) 、 3 -d 類 X形の連続 し た タ タ キを残すもの （第8図 5 ) に細分される。 なお 3 -

a 類の タ タ キ と 3 -d 類の タ タ キが同じ瓦に施される場合がある。

第4 類

凸面に比較的密度の低い ナ ワ タ タ キ 、 凹面に明確な模骨痕を残すものである。 凸、 凹 両面共
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に調整されるこ と は少ない。 粘土板桶巻き造りである。 この類はこれ ま での と こ ろ 借宿廃寺か

らの出土例が知られているだ けである。

第 5 類 （第 8 図 6)

凸面に密なナ ワ タ タ キ を残し、 凹面に模骨痕の観察されないものである。第 8 図 6 は全長33 . 2

cm、 狭端部約2 1 cmを計る。 凸面は タ タ キ の他に部分的なナ デが見られるこ と がある。 凹面は布

目を残すが、 四周の幅約1 cmをケ ズ リ ですり消すこ と がこの類の大きな特徴である。 粘土の合

わ せ目、 布の綴じ合 わ せ痕跡等も観察されず、かつて進藤秋輝氏が指摘したよ う に （福島県教委

委、 1 974. 3 .  1 8 P)、 1 枚造りの可能性が強いものである。

注 1 従来重弁八葉蓮華文 と さ れてきたものである。 「重弁」 の名称は内藤政恒氏以来多賀城の

瓦の糸譜に連なる瓦 と い う 意味合 いを含めて使 わ れてきているよ う に思 わ れる。 ここで述

べる1 1 20 · 1 1 2 1 軒丸瓦の花弁は多賀城跡出土の重弁蓮華文 と ほ ぼ同じ形態であるが複弁蓮

華文軒丸瓦の要素 と 見られる外縁のX字状浮文、 花弁の先端から中心部及び間弁の中程の

部分に向かってのびる細い隆線など、 多賀城跡出土の重弁蓮華文には見られない要素も合

わ せ持っているため、 ここではより広い意味を持つ 「単弁」の語を使用するこ と と した。

引用 ・ 参考文献

内藤政恒 1 937 . 8 東北地方発見の重弁蓮華紋鐙瓦に就いての一考察 （上） 宝雲 第2 0 冊

1 93 8 . 6 東北地方発見の重弁蓮華文鐙瓦に就いての一考察 （下） 宝雲 第2 2 冊

国立奈良文化財研究所 1 9 6 0 .  3 川原寺発掘調査報告

福島県教委 1 973 . 3 - 1 9 8 2 . 3 関和久 I ～関和久 x

泉崎村教委 1 974. 1 2  関和 久遺跡一 県道拡幅工事に伴 う 調査一

福島市教委 1 9 8 0 .  3 腰浜廃寺 II 福島市埋蔵文化財報告書第7 集

なお今回の集成に際し、 穂積国夫氏、 金子誠三氏、 白河市歴史民俗資料館より資料提供を受

け た。 記して感謝の意を表したい。
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第 2 表

瓦 当 面 丸 瓦 部

内 区 外 区 形
作 凸 面 凹 面 縁

内 中 房 弁 区 外 内 縁 外 縁径 区 区型 式 番 号 技 法 調 整 調 整
径 径 弁 幅 広 幅 幅 態 長 長

蓮 子 弁 数 文 様 文 様
cm cm cm cm cm cm cm 

1100複弁六葉蓮華文第 1 類 1 8 . 5  1 5 . 3  6 . 0  1 + 6 複 6 5 . 7  1 . 6 1 . 6 x 字状浮文 不 明 粘土板巻 2 枚造 り ナ デ 布 目 両 端部 ケ ズ リ 不明 不 明

1 101複弁六葉蓮華文 第 2 類 1 5 . 5  13 . 1  6 . 0  1 + 6  複 6 4 . 7  1 . 2  1 . 2 X 字状浮文 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明

1102 不 明 不明 不明 不 明 複 （弁数不明） 3 . 7  1 . 2  1 . 2 x 字状浮文 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明

1 1 1 0  1 7 . 0  1 3 . 6  5 . 8  1 + 6  複 6 4 . 2  1 . 7 1 . 7 X 字状浮文 不明 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明

1111  不 明 不 明 不 明 不 明 複 （弁数不明） 4 . 9  1 . 8 1 . 8 逆 V字及 び棒状浮文 不 明 不 明 不 明 不 明 不明 不 明

1120重弁八葉蓮華文 2 A 類 18. 5 1 5 . 5  4 . 2  1 + 4 （楔形） 単 8 3 . 8  -1 . 5  1 . 5 x 字状浮文 不 明 不 明 不 明 不 明 不明 不明

1121重弁八葉蓮華文 2 B 類 1 9 . 4  1 5 . 4  4 . 3  1 + 4  単 8 4 . 0  2 . 0  2 . 0  無 文 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明

1122 不明 不明 不 明 不 明 単 （弁数不明） 不明 1 . 5 1 . 5  無 文 不 明 不 明 不 明 不 明 不明 不 明

1140重弁八葉蓮華文軒丸瓦第一類 19 . 0  1 4 . 8  4 . 0  1 + 4  単 8 3 . 5  2 . 1  2 . 1  無 文 不明 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明

1150重弁八葉蓮華文軒丸瓦第三類 17 . 6  1 5 . 2  2 . 2  な し 単 8 3 . 3  1 . 2 1 . 2 無 文 不明 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明

1 151 不明 不明 不明 不 明 単 （弁数不明） 3 . 3  不 明 不明 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明 不 明

1160重圏文軒丸瓦 16 . 0  14 . 6  4 . 1  な し 同心円文 0 . 6  無 文 不 明 粘土板巻 2 枚造 り ナ ワ タ タ キ 不 明 不明 不 明

1180細弁蓮華文軒丸瓦 18 . 5  6 . 3  4 . 1  1 + 8  単 16 2.0  2 . 7  1 . 2 鋸歯文 1 . 5  無 文 不 明 不 明 不 明 不 明 不明 不 明



第 3 章 遺構 と

遺物

第 1 節 建 物 跡

S 8 01 （第1 0 · 11図 第10図版）

第5トレンチ 南半部より検出さ

れた掘建柱建物で、掘り込み面 は

L - II 上面である。 南北棟で東西

両面に廂を有する。 ややゆがん だ

建物である。 柱穴は直径20~35cm

の小形のものであり、身舎の側柱

は 西側 は芯～芯で北より 1. 8m+ 
2. 0m +2. 0m +l. 8m、東側 は北よ

り (2. 3m)+2. 0m+2. 0mとなる。

南北は 5 間又は そ れ以上と考 え ら

れるが、 南側 は後世の攪乱が大き く 入っ

て おり、そ の 南は調査区外のために不明

である。

東西は 2 間と考 え られ、東側と西側に

60cm~70cmの廂が付いている。

方位 は西の側柱の芯～芯でN -10° -W

を取っ て いる。

I ロ
I ► 

I � 
E710 / 

第10図 SBOl
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E715 
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□

〗 N 560 
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第11 図
第5トレンチ遺構配置図
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第 2 節 堅穴住居跡

S I 01 （第13図 第6 · 7 図版）

〔検出状況〕 第3 ト レ ン チ北西 コ ー ナ ー付近より検出された堅穴住居跡で、東壁南半部 で S

I 04と切合ているが、重複部 分が極めて 少な く 前後関係は不明である。 ま た、北壁の大部 分と付

近の覆土 は新しい溝により切られ、壁沿では この攪乱が床面近 く ま で達している。

〔 プ ラ ン 〕 東西 3.6m 、南北3.5m のや や ゆが ん だ方形プ ラ ン を有する。 北東 コ ー ナ ー と北西

コ ー ナ ー が角を切り取ったよ う な形態を呈しているのは壁の一部 が溝によ る 攪乱を受けたた めと考

えられ る 。 方位は北壁の方向 からN - 3 ° _Wを取っている。

〔覆 土 〕 北半部 は大部 分が攪乱により切られているが、南半部 は最大 35cmの深さで残てい

る。 ¢ ー1 . 2は 黄褐色～ 暗黄褐色土 、£ - 3 ~5 な暗褐色～黒褐色土 で全体に ロ ー ム 粒を含んでいる

る。 b 区[ - 4 c からは灰釉陶器の浄瓶の頚部 が出土 している。

〔壁 ・ 床〕 壁は西壁と南壁の残りが良く 、南壁で深さ20 ~25cm、床面 から115゜ 、西壁で深さ

30 ~35cm、床 から123゜ の立 ち上りを 有する。 北壁は攪乱のた めほと ん ど残て いない。

床は や やよ ごれた ロ ー ム面で硬 く たたき 占 められており、 ほ ぼ平坦である。

〔周 溝〕 西 壁 から北壁沿に かけて作られており、幅は18~ 32cm、床面 からの深さは 2 ~ 10 

cmを測る。 覆土は全部 分に 6層が見られた。

〔 ピ ッ ト 〕 床面 から大小8個の ピ ッ ト が検出 さ れている。 p lは カ マ ド右側の東南 コ ー ナ 一 部

にあり、位置、大きさ、覆土 等 から貯蔵 I E694 ... . I E 700 

穴と考えられる。 覆土 からは土器類が 多

く 出土 している。

巳は52X 4 8cmの円形掘り形の中に 35 X - I 
N 620 

33cmの柱痕らしきものが検出され、位置 1a c 
的に見ても柱穴の可性がある。 P 3~ P 8 に

ついてはS I 01関連のものと考えられる

が、性格は 不明である。

〔 カ マ ド〕 東壁中央部 に作られてお

り、半分は壁に掘り込 ま れており、壁を

中心に半部 は外側、半部 は内側に掘り込

ま れた ピ ッ ト のよ う な形をし、外側は 10

~15cm幅で焼けている。 大きさは幅60cm、

奥行75cm、底面で幅4 8cm、奥行55cm、壁

0 0 

I E 694 
第12図

0 0 
。 [

第3 ト レ ン チ遺構配置図
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上面からの深さ27cm、 床面からの深さ10cmとなり、 床面はロ ー ム 面が強く焼 け 赤色化ししま って

いる。 カ マ ドの右袖に当る部分には芯材と考えられる河原石、 左袖と考えられる部分には壁下部

から床面にかけ て白色粘土が若干残て おり、 この部分に袖 があ ったのを住居が廃棄された時点、

又は その後に破壊されたものと考えられる。

出土遺物 （第14図 第1 9図版）

遺構に伴 う 遺物 ( 1  ~ 7) 

土 師 器 杯、 カ マ ド、

貯蔵穴、 床面から出土してお

り、 底部個体数で10個体を識

別できた。 そのう ち 実測 でき

たものは4 点で、 他は小破片

のため実測 できなかった。 こ

れらは体部下半 ～底面に、 回

転ヘ ラ 削り再調整が、 加えら

れ、 切り離し痕の不明な ロ ク

ロ 杯 1 類 で あ る。 2 には、 不

明の墨書が あ る。

甕 、 実測可能なものは貯蔵

穴より 2 点出土しており、 2

点とも口縁～｛本部上半の破片

で あ る。 6 は、 ロ ク ロ 調整の

もので、 頚部は短く 「 く」形

に外反し、 口唇部中央には浅

い溝状の凹みが あ り、 上端は

つまんだように立 ち 上る。

筒形土器 実測できた

のは、 貯蔵穴の一部には、 指

による押圧痕と思 わ れる も の

がみられる。

覆土出土の遣物( 8 · 9) 

土 幣 器 杯、土師器で、

実測 できたのは、 この 1 点の

三|
/
ぃ
＼
侭
四
H5.

住居跡覆土
窮 1 層 黄 褐 色 土 焼土 ・ r 1 色帖土 を 含 む。 後世の

ピ ， 卜埋土。

第 2 層 暗黄褐色土 焼土 ・ 帖土粒を若干含む。 後世
の ピ ノ ト埋土．

第 3 層 黒 褐 色 土 軟賀 、 帖性 、 し ま り な し 。 若千
の焼土 ・ ロ ー ム粒 を 含む。

第4．層 暗 褐 色 土 帖性 な く 、 やや し ま り あ り 。 多
く の ロ

ー ム プ ロ ソ ク ・ 焼土粒 を
含 む。

第4．層 ク 帖性 、 しま り な く 、 焼土粒 を 多
く 含 む。

第4， 層 ヶ 帖性 、 し ま り あ り 。 焼土 ・ ロ ー

ム粒等 を含 ま な く 均費 。

第4濯 ，， 地山 ロ ー ム の プ ロ ッ ク を 多 く 含
む。

第5．層 暗黒褐色土 帖性 な く 、 やや し ま り あ り 。 若
干の ロ ー ム プロ ッ ク ・ 焼土粒を
含 む。

第5．暦 . 5． 層 よ り ロ ー ム粒 ・ 焼土粒 を 多
く 含 む。

第 6 層 暗 褐 色 土 粘性 あ り 、 し ま り 弱 い 。 ロ ー ム
粒 を若干含む。

貯蔵穴覆土
病 l 層 ！;;. r, 色 工 帖性 、 し ま n あ り 。 '* の帖土化

し た も の で、 焼士 ・ 木,..,立 を含
む。

筍 2 層 19庁黄褐色土 帖性 、 し ま り な し 。 炭化物 ・ 焼
土 ・ ロ ー ム 粒 を若千含む。

第 3 層 焦 褐 色 土 帖性や や あ り 、 し ま り な し 。 多 第 2 層
く の ロ ー ム プ ロ ， ク ｀ 若干の焼
土粒 を 含 む。
帖性 ｀ し ま り な し 。 ロ ー ム プ ロ

＇ ク 、 炭化物 ・ 焼土粒 を 多 く 含
む。

第 4 暦
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N620 
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三4 

カマ ド覆土
第 1 肩 暗 褐 色 土 帖性 がややあ り 、 し ま り な し 。

ロ ー ム ・ 粘土 ・ 焼土9立 を若干含
む。
帖性、 し ま り な し 。

ロ ー ム ・ 粘
土 · 焼土粒を若干含む。

第3．所 黄 出 色 土 帖性 、 し ま り やや あ り 。 ロ ー ム ．
プ ロ ， ク よ り な る 。

第3．層 暗黄褐色土 帖性やや あ り 、 し ま り な し 。 ロ

ー ム 粒 を 含 む。

第4．層 赤 褐 色 エ 粘性 ． し ま り な し 。 焼土中 にIii
の プ ロ ソ ク を含む。

第4．層 暗赤褐色土 帖性 、 し ま り やや あ り 。 焼土 と
褐色土の況 り 土。

第 5 肖 黄 褐 色 土 帖性 、 し ま り な し 。 均質 で あ り
カ マ ド袖の崩 れ ら し い。

第13図 S I Ol
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小型のもので、 体部下半～底面に、 回転ヘラ削り再調整が加 え られ、 切難し痕の不明なロ ク ロ 杯

1 類で ある。 底面には、 墨書が あるが、 表面がやや荒れており判続は不可能で ある。

灰釉陶器 浄瓶、 頚部 から口縁部にかけての破片で、 頚部中位に、 7 mm間隔で細い 2 本の

沈線がめ ぐっ ている。

2
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日
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扁

三 ―
-[ 6

m a 

` ／ 8 

，

 

10 

第1 4図 SIOl出土遺物 1 カマ ド出土 2· 3 · 5· 6  貯蔵穴出土 4 床面値上層 出土
7 ~ 10 覆土出土 1 ~ 4 · 7 ~ 9  土帥器杯 5 筒形土器 6 土師器甕
100灰釉 陶器 （縮尺 ％ ）  

第 3 表 S I 01出土土器一覧表

図 番号 写 真 名 称 器 形 位 置 層 位
法 量 単位cm

備 考口径 預郁径 胴径 底径 高さ 裔台径 篇台裔
14 1 17- 3 土師器 杯 カ マ ド 13 . 0  6 . 7  4 . 5  

，， 2 17- 4 ，， ク 貯蔵穴 12 .2  6 . 2  3 . 8  不明墨書
', 3 17- 3 ，， '， ケ 12 .6  5 . 7  4 . 2  

，， 4 ，， ク 床 直 13 . 6  6 . 4  4 . 7  

，' 5 ク 筒 形 貯蔵穴 1 1 . 2  

，， 6 ，， 甕 ', 16 .8  15 . 6  

ク 7 ，， 杯 2 - 3 破片「寺」墨書
，，， 8 ，， ，， 2 - 1 破片「福」墨書
，， ， 17- 2 ，， ，， 0 - 2 8 . 6  4 . 4  3 . 2  不明墨書
', 10 17- 5 陶 器
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外面は全体 に、薄い オ リ ー ブ色の釉が か かっ

て お り、縦方向 に約％は、薄い オ レン ジ色で

釉が薄 く なっ て いる。 オ レン ジ色 になっ て い

る反対側の上部の釉の溜った部分は、薄いコ ―
バ ルト色 になっ て いる。 内面 には粘土 ヒ モ痕

が著るしい。

瓦 すべて 覆土出土で、喪斗瓦 （第15

図） 、丸瓦 1 · 3 類、平瓦 1 a 、 5 類各 1 点 こニニミ ゜ 10cm 

平瓦 2 類 2 点が出土して いる。

S I  02 （第16 第8 • 9 図版）
〔検出状況〕 第3 トレンチ東半部で検出された堅穴住居跡で北西コ ー ナ ー がS I 03の 南東 コ

第 1 5図 SIOl出土

ー ナを、 南西コ ー ナ ー がS I 04の北東 コ ー ナ ーをそれぞれ切っている。 検出面はロ ー ム 層 上の漸移

層 上面である。

〔 プラン〕 東壁中央 に カマ ドがある方形 プランを有し、東西・南北とも4 . lm の正方形を呈す

る。 南北軸 は N -10° -E をとっ て いる。

〔壁・床〕 壁は北壁西半部・北西コ ー ナ 一 部は後世の溝の攪乱で切られ ほとんど残 ていない

が、他は比較的良好な状態で検出された。 東壁で27~37cm、西壁で22---'26cm 南壁で約38cm、北壁

が20~25cmとなっ て おり、床面 からの角 度は90
°

~110
゜ を有している。

床は黄色 ロ ー ム と黒色土混りの硬 く たたき 占められたほ ぼ平坦な面で、貼り床の可能性がある。

〔 ピ ッ ト〕 カマ ド右側の巳浅 く 炭化物、焼土混り土が堆積し、そ の下は ロ ー ムブロ ッ ク に黒

土混り土が堆積して いる。 下層は ピ ッ トの埋土で、上層のみ貯蔵穴として機能していた時期の堆

積土と考 え られる。

P 2ヽ 巳は そ れ ぞれ48 X 43cmの掘り形内に直径20~23cmの柱痕らしきものが検出され て おり、柱

穴と考 え られる。 P 孔よ性格不明の浅い ピ ッ トである。

〔カマ ド〕 東壁中部 にあり、壁より外 に 向 て 「 V」 形 に振り込まれ て いる。 上面では幅、奥

行l . lm 、床面で幅60cm、奥行75cm、深さ約30cmを測る。 床及 び壁面は焼けて赤変して おり、カマ ド

全面の床 にも若干の焼け面が見られ、そ の周辺 に焼土が分布している。 カマ ド両側の壁面 にはカ

マ ドの袖が切り取られた痕跡らしい焼けの見られない住居内側への若干の張出しが見られ、袖は

住居廃絶時、又は そ の後 に破壊されたものと考 え られる。 カマ ド内堆積土中からは土師器甕、支

柱と考 え られる焼けた河原石等が出土している。
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翠カ マ ド

住居跡覆土
第 1 層 黒 褐 色 土
第2．層 暗 褐 色 土
第2・層 ク

第 3 層 黒 褐 色 土

カ マ ド覆土
第1．層 暗 褐 色 土
第1・層 暗黄褐色土
第 2 層 暗黒褐色土
第3．層 黄褐色粘土
第3・層 ，' 

第 4 層 褐 色 土

第 5 層 暗黒褐色土

第 6 層 暗黄褐色土
第 7 層 暗 褐 色 土
第8．層 暗赤褐色土
第8・層 ク

第8，層 赤 褐 色 土
第8d層 ク

第 9 層 黒 褐 色 土
第10層 ク

軽質 、 粒子細 く 粘性 な し 。 ロ ー ム ・ 焼土粒 を 含 む。
やや軟質 、 やや粘性 あ り 。 ロ ー ム ・ 焼土粒 ． 灰 を含む。
やや軟質。 2．層 よ り やや暗 く 、 ロ ー ム ・ 焼土粒 ・ 灰 が少 な い。
軟質 、 やや粘性あ り 。 ロ ー ム粒、 若干の焼土 ・ 炭化物粒 を含 む 。

粘性、 し ま り な し 。 ロ ー ム ・ 焼土粒 を含む。
1．層 に 黄色粘土の粒子 を 含 む。
やや粘性 、 し ま り あ り 。 焼土 ・ ロ ー ム粒 ・ 黄白色粘土 プロ ッ ク を 含 む。
一部火 を 受 け 赤変 し て い る 。
天井の落 ち込み 、 火 を受 け 一部 が強 く 焼 き し ま っ て い る 。
粘性強 く 、 し ま り な し 。 若干の焼土 ・ 炭化物 ・ 粘土粒 を 含 む。
やや粘性 あ り 、 し ま り な し 。 焼土粒 を 多 く 含む。
やや粘性 、 し ま り あ り 。 焼 土 を 若干含む。
粘性 、 し ま り あ り 。 褐色エ ・ 焼土 ・ 黄褐色土の プ ロ ソ ク状混合層 。
粘性、 し ま り な し 。 焼土 を 多 く 含む。
し ま り な く 若干の粘性 が あ る 。 砂質 で焼土 を 含 む。

粘性、 し ま り あ り 。 黄 ・ 灰色粘土小プロ ッ ク を 含む焼土層。
粘性、 し ま り あ り 。 炭化物 を 含 む焼土層。
粘性 、 し ま り な し 。 焼土粒 を 含 む。 カ マ ド以前の ピ ッ ト 埋土 。
粘性 、 し ま り 少 な い。 焼土 ・ ロ ー ム 粒 を若干含む。

゜ 2 m  

第16図 SI02 
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第1 7図 SI02出土遺物 1~ 3· 6 カ マ ド出土
1・ 2 - 4 - 5 · 7 · 8 土師器杯 3· 6 · 9 ・ 10

4· 5 · 7  床面直上層出土
土師器甕 （縮尺 ％） 
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出 土遺物 （第1 7図 第19図版）

遺構に伴 う 遺物 ( 1 ~ 3 )  

土師器

杯 、 カ マ ド と 床面 より若干出土 し ている。 1 · 2 は カ マ ド出土で、 底面に 回転ヘ ラ 削り再調整

の加えられ た ロ ク ロ杯 1 類である。 その他に同類の底部 破片が 5 個体分出土 し ており、 遺構に伴

な う 杯は 1 類が 6個体 と い う こ と になる。

甕、 実測可能なものは カ マ ド より 2 個体出土 し ている。 3 • 6 と もロ ク ロ調整 のもので、 と も

に体部 外面下半分に縦方向の削りが加えられ ている。 3 は 口 縁が外反 し 、 断面は 「 コ 」形を呈す

る。 6は短い 口 縁が ほ ぼ水平近く ま で外反 し 、 口 唇の両端が若干突出 し ている。

瓦 （第18図）

丸瓦第1類が 1 点 、 カ マ

ド左壁近く より出土 し てい

る。 表面に焼 け た粘土 が 付

着 し 、 全面が焼 け ており、

袖か天井の部 材 と し て用い

られ ていたもの と 考えられ

る。

床面上層 出 土遺物

( 4 · 5 · 7 ) 

土師器

杯、 床面上層 より実測可

第4表 S I 02出土土器一覧表

゜ 10m 

第18- A図 S I 02出土

図 番号 写真 名 称 器 形 位 置 層 位
法 量 単位cm

備 考
口径 頷蔀径 胴径 底径 高 さ 高台径 裔台裔

17 1 土師器 杯 カ マ ド 6 . 4  
，， 2 17- 6 ', ，， ，， 13 .4  6 . 0  4 . 2  
，， 3 ，， 甕 ，， 20 .8  18.4 20 . 4  
，， 4 ', 杯 床 直 1 3 . 2  7 . 1  4 . 1  
，， 5 17- 7 ，， ，， ，， 14 . 2  6 .0  4 . 8  「本」墨書
，，， 6 ，' 甕 カ マ ド 22 .8  20 .4  21 . 8  
，，， 7 ', 杯 床 直 12 . 6  6 . 2  4 . 5  
', 8 ，， ', £- 2  14 . 3  7 . 0  4 . 0  
，， ， ，， 甕 22 . 6  20 .4  
，， 10  ，， ，， ¢ --2 • 3 9 . 4  
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能 な土師器杯 3 点 ( 4 · 5 · 7 ) が出土 し ている。 4点 と も ロ

ク ロ調整 で、 体部下半～ 底面 に 回転ヘ ラ 削り再調整 が加えられ
「 一—

た ロ ク ロ杯 1類で ある。 5 はイ本部 に 「 本」の墨書が見られる。

覆土出土遺物 （第17 · 18図）

土師器

杯、 実測でき たの は 1点の杖8)で、 ロ ク ロ杯 1類で ある。

甕、 体部下端外面 に縦方向の削りの ある10 と ロ ク ロ調整 の体

n
 

部上半～ 口縁の破片 (9)の 2点のみが実測でき た。 9 の 口縁は短

か く 水平近 く ま で外反 し 、 口 唇上端はつ ま み あげ たよ う な形に 第18 -8図
なって いる。 S IO2 覆土出土形代（％）

|
|_

し

瓦、 丸瓦 1 類 、平瓦 2 類各 2 点 、平瓦 5 類 1 点が出土 し ている。 これら は す べ て 少破片で ある。

形代 北西 コ ー ナ ー近くの覆土 第2 層 より出土 し た粘板岩製形代で、 長さ11 . 1cm、 幅3 . 0cm身の

部分で0 . 65cmの厚さが あ る 。 右下の部分 は削られ茎の形が作られ 「刀」 と 考えられる。 こ れ は そ

の後砥石 に再利用され ている。

S I  03 （第19図 ）

〔検出状況〕 第3 ト レ ン チ北壁沿 に 半分検出された 竪穴住居跡で、 北半分は調査区外で あっ

た。 南東 コ ー ナ 一 部 はS 1 02に切られ、 ま た南壁から約1. 5mの範囲 は後世の溝 によ る 攪乱で床面

直上 ま で切られ ていた 。

〔 プ ラ ン 〕 東西4 . 2m、南北 2 m以上の方形プ ラ ン に なる もの と 考えられる。 カ マ ド は見られ

な いが、 床面の痕跡 か ら東壁 に作られ ていたもの と 考えられる。 方位 は残存する南壁、 西 壁の一

部から推定 し てN -3 ° -E 前後 に なる も の と 思 われる。

〔覆 土 〕 検出され部分の I l ―-ピ—-•- A 

ほ と ん どは攪乱が床面直上 ま で

及んでいたが、南壁沿の東半部 と

ト レ ン チ壁沿で は深さ10~15cm

で覆土 の残存が見られ た。 覆土

Bl
T
 

E
7
00
 

色の粘性の な い や や軟質土 、 下

層 は床面の上 に 2 ~ 3 cmの厚さ

で見ら れる粘性の ある暗褐色土

で ある。

〔壁・床〕 壁はS I 02に切

A
 

i
r
 

了― T

て

S I 02 

’
 
A
 

2
 

62＿

ー

Z
 

E
7
00
 

[ 、-

第19図 S 103
0 I m  
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られた部 分と攪乱 を 受けて削平された部 分が 多く、 東西壁の ト レ ン チ 壁沿約5 0cm、南壁の東半部

約1. 2 mを残すの み である。 東壁では深さ1 0- 15cm で床面からの角度 130゜ 、 西壁で約 10cm 、 107° 、

南壁で約15cm、116゜ を 測る。

床は所 々 攪乱 を 受けているが、保存は良好で、汚たロ ー ムのたたき 占 められた硬い平坦 な 面と

な っている。

〔周 溝〕 西 壁と南壁沿に見られ、 南壁の西半部 で途切れている。 南壁沿で幅18~ 35cm 、 深

さ 5 ~ 10cm、西壁沿で幅15~ 30cm 、 深さ約10cm を 測る。

〔 カ マ ド〕 検出された部 分に カ マ ドは見られ な いが、東壁がS I 02に切られた部 分付近の床

面が焼けており 、 こ こ に カ マ ドのあった可能性がある。

遺構に伴 な う 遺物 （第2 0図 1 図版 ） 

土師器 （第2 0図 1 )

杯 床 面出土 のもの で、 体部 下半～ 底面に回転ヘ ラ 削

り再調整 が加 えられたロクロ杯 1 類 である。 外面のロク

ロ目は細く、内黒 で入念 な ミ ガ キが加えられている。

覆土出土の遺物

土師器 （第2 0図 2 )

杯 ロクロ調整 のもので、 や や大 ぶりで深い形を 呈 し

ている。 回転糸切りの後、体部 下端部 及び底面周縁部 に

手持 ち ヘ ラ 削りの加えられたロクロ杯 46類 である。

瓦 丸瓦 3類 、 平瓦 1 C 、 2 、 3 a 類各 l点、平瓦 5

類が 2 点出土 し てい る。

第 5表 S I 0 3出土土器一覧表

第20図
S I 03出土遺物
2 覆土出土

法 量 単位cm

1 床 面出土
1· 2  土師器杯

（縮小 ％） 

写 真 I 名 称 I 器 形 1 位 置 I 層 位
1

口 径□
1

胴径
1

底径
1

高 さ 1高台径1裔台高
I 備 考

土師器 I 杯 I I 床 面 13 . 4 1 I I 6 . 4 1 4 . 6  

，， I 2 I 17- 8 I ，， ヶ R - 1 I 1 5 .  6 8 . 0 1  6 . 8  「学」墨書

S I  04 （第21図 第5 図版）

〔検出状況〕 第3 ト レ ン チ東央部 より検出された竪穴住居跡 で‘、北東 コ ー ナ ーはS I 02に切

られ、 北西 コ ー ナ ー ではS I 01と重複 し ているが重複部 分が 少 なく前後関係は不明である。

ま た、住居跡の上部 もか な り攪乱 を 受けており、検出 できたのは床直上の部 分だけであった。

〔 プラ ン 〕 残存する床面の形態から し て東西 3.6m、南北3. 75 mの方形プラ ン を呈するものと

考えられ、方位は残存する西 壁から し て N -7 .5° -E を取ると考えられる。

- 2 8  -



〔覆 土 〕 削平さ れ ほ と ん ど

残っておらず＼残存が良好な部分で

5 cm、 所によっては床面が検出 面

になっている部分もある。

〔壁 ・ 床〕 壁は ほ と ん ど残 っ

て お ら ず不明である。

床は 中央部が汚れたロ ー ムをた

たき し めた面 でかなり硬い貼り床

と なっているが 、 周辺部は同じ 質 ↓
ゞ

の土が埋めてあるにもかかわらず 9
たたきが弱いら し く 軟若な床面 と

なっている。

〔周 溝〕 南壁の一部に沿っ

て幅30-40cm、深さ約 5 cmの溝状

の部分があるが周溝か どうかは 不

明 である。

〔 ピ ッ ト 〕 南西 コ ー ナ ー近 く

より直径90cm、 底径65 X 50cm、 深

さ25cmの ピ ッ ト が検出されたが 、

この埋土 ¢ - 1は貼り床 と同質 で

上面が硬 く たたき 占 められて おり、

住居跡使用以前のもの と 考えられ

る。
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0 1 m 
I 9 9 9 9 1 1 

1. I, 焼土 焼土 l. A 
ー 一

3 2 3 3 I 
C ’ ピッ ト 1 l C 

三一
住居跡11土

l．層 黒 褐 色 土 粘性 あ り 、 し ま り な し 。 若干 の ロ ー ム 粒 を含む。
1濯 暗黄褐色土 粘性 、 し ま り やや あ り 。 ロ ー ム ・ 焼土 ・ 炭化物粒 を 含 む。

床面下埋土
1 層 暗黄褐色土 やや軟質 、 粘性 あ ま り な し 。 ロ ー ム 粒 · 若干の焼土 ・ 炭化物粒 を 含 む。

2 層 黒 褐 色 土 硬質 、 粘性 な し 。 ロ ー ム プ ロ ッ ク ・ 焼土 ・ 炭化物粒 を含み 、 た た き 占 め ら
れ て い る 。

3 層 黄 褐 色 土 粘性 、 し ま り あ り 。 ロ ー ム プ ロ ッ ク と 黄褐色土の混 り 土。

ピ ッ ト 11土
1 層 黄 褐 色 土 硬質 、 粘性 あ り 。 ロ ー ム プ ロ ソ ク に焼土 ・ 炭化物粒 を 含 む。 上面 は た た 占

め ら れ特 に 硬 い。

2 層 褐 色 土 粘性 、 し ま り 共 に少 な い。 焼土粒 を若干含む。

3 層 黒 褐 色 土 粘性、 し ま り あ り 。 ロ ー ム プ ロ ッ ク を 含 む。

第21図 SI04

〔 カ マ ド〕 東壁の一部及び南東 コ ー ナを切る攪乱 ピ ッ ト に接する床の一部に焼け 面が見られ

カ マ ドは攪乱 ピ ッ ト により破壊さ れたもの と 考えられる。

〔掘り形〕 全面を断 ち 割てはいないの で細部は不明であるが 、 ほ ぼ住居跡 と同じ形に床面下

8 -20cmの深さの底面に凹凸のある掘り方を掘り、 そ こに埋土 を し 、 上面をたたいて貼床状に し

ている構造 力渭窟認された。

遺構に伴な う 遺物 （第22 • 23図）

土師器 （第22図 1 )

杯 床面出土 のもの 1 点の み であった。 1本部下半～底面に 回転ヘ ラ 削り再調整 を加えたロクロ

杯 1 類 で、 体部は内弯気味に立 ち 上る。
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瓦 （第23図）

平瓦5 類が床面より 1 点出土 している。 S I 03覆土出

土 のと接合し、 覆土 のは強く焼けている。

覆土出土の遺物

土師器 （第22図 2 )

杯 S I 03出土 のものと類似した深い器形のもので、

体部 下半から底部 にかけては表面が 荒れているが 、 底面

の一部 に回転ヘ ラ 削りの痕跡が見られロクロ杯 1 類と考

えられる。 内面は再酸 化により内黒は消失し赤変してい

る。

瓦

平瓦 3 a 類の破片 2 点が出土 している。

2
 

第22図
S104 出土遺物 1 床面出土
2· 3 覆土出土 1 ·2 土師器杯
3 土師器甕 （縮尺 ％ ）  

第23図
S I 0 4出土

第6表 S I 0 4出土土器一覧表
゜ 15cm 

法 量 単位cm
番号 写 真 名 称 器 形 位 置 層 位 備 考口 径 頚蔀径 胴径 底径 高 さ 高台径 古回ム口 古向

22 1 土師器 杯 床 面 12 .7 7 . 0  3 . 7  
', 2 ，， ，' £ - 2 1 5 .4 7 . 4  6 .2 
', 3 ', 甕 £ - 1  1 5 . 5  1 3 . 8  14 .3 線 刻
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S I  05 （第1 1 · 2 4図 第10~1 2 図版）

〔検出状況〕 第5 ト レ ン チの中央部より検出された竪穴住居跡で、 検出面はL - II の下、 L

- III の上面である。 した がってS I 05が埋没した後にL - II が堆積したもの と 考え ら れる。

S I 05のす ぐ 北にS X 01 があり、 S I 05の カ マ ド及び北壁部 がS X Olを切ている。

〔 プ ラ ン 〕 東 ・ 南北 と も3. 95mの方形 プ ラ ン を有する。 カ マ ドは北壁中央のや や東寄りに作

られており、 方位は真北を取ている。

〔覆 土〕 暗褐色 ～黒褐色土が、 一部 プ ロ ッ ク 状の様相を呈しな が ら 堆積している。しかし、

周辺から流れ込んだと考えるこ と も可能であり、 人 工堆積か 自 然堆積かは不明である。 厚さは北
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住居跡覆土

1．層 褐 色 土 粒＋細 く ． 粘性 あ り 。 若千 の ロ ー ム 序立 を 含 む。

1 濯 暗 褐 色 土 粒＋細 く 、 粘性 あ り 。 混 入物ほ と ん ど な し 。

2 層 黄 褐 色 土 帖性 、 し ま り な し 。$立-{•粗 く 、 ロ ー ム 粒 を 多 く 含 む。

3 Ill 黒 褐 色 土 やや帖性 あ り 。 粒子ffl く 、 若 干 の ロ ー ム ・ 焼土 粒 を
含 む。

4 廣 黄 褐 色 土 粘性 、 し ま り な し 。 ロ ー ム 粒 ． ロ ー ム 小 プロ ッ ウ を
多 く 含 む。

5 /ff ，， し ま り な く 、 帖性 あ り 。 粒こf•細 く ロ ー ム 小 プ I ク を
多 く 含 む。

6 層 暗渇褐色土 し ま り な く ． 粘性 あ り 。 ロ ー ム 小 プ ロ ッ ク を 含 む。

7 Ill 暗赤褐色土 粘性 な く ． し ま り あ り 。 粒 卜粗 く 、
ロ ー ム ・ 焼土粒

を 多 く 含 む。

7 層 枯 褐 色 j； 粘性やや あ り 。 粒子粗 く 、 ロ ー ム 序立 を 多 く 含 む。
9 層 黄 褐 色 土 粘 性 や や あ り 。 粒子細 く 、 ロ ー ム

、 煤 色 プ ロ ッ ク を
含 む。

IO．層 暗凩褐色土 粘性 、 し ま り な し 。 粒 十 や や粗 く 、 若 干 の ロ ー ム 粒
を 含 む。

10澤 埠 褐 色 土 枯性 、 し ま り な し 。 ?立 -{•やや粗 く 混 入物な し 。

I I 層 9音赤褐色土 帖性 、 し ま り あ り 。 粒 二f や や柑 く 、
ロ ー ム ・ 焼士粒

を 多 く 含 む。
12膚 黒 色 土 事立千粗 く 、 し ま り な し 。

ロ ー ム プ ロ ッ ク を 含 む。

カ マ ド 覆土
I 層 焦 色 土 粒子細 く 、 やや帖性 あ り 。 若 干 ロ ー ム ・ 焼土粒 を 含

む。
2 層 1夭 r 1 色 土 粒＋細 く 帖性 あ り 。 焼土粒 を 多 く 含 む。

3 層 駄 褐 色 土 粒＋細 く やや粘性あ り 。 ロ ー ム 粒 を 多 く 含 む。

4 層 I夭 ( 1 色 土 9立千細 く 帖性 あ り 。 焼土 を 多 く 含 む。 カ マ ド の M 壊
土。

5 陪 暗赤褐色土 焼土層 。 カ マ ド崩壊士の一部。

6 層 ，， 焼土吊 。 軟炊 、 し ま り な し 。

7．吊 ，， 焼土層 。 粒 —f粗 く 、 黒色土混 り 。
7．層 ，， 焼土府 。 7． 層 よ り 焦色土少 な い 。

8． 培 9糾黒褐色土 粒子細 く やや粘性 あ り 。 若干のロ ー ム ・ 焼 土序立 を 含
む。

8．層 出 褐 色 土 8湿 よ り ロ ー ム ・ 焼土粒 が 多 い。

9 吊 11音 ／仮 色 土 1バ附。 粘性 な く ｀ 焼土粒 を 多 く 含 む。

10料 赤 褐 色 土 焼土陪 。 粒 十柑 ＜ 粘性 な し 。 小 プ ロ ッ状 を程 す。
I I 吊 A 褐 色 士 粒子細 く 粘性 あ り 。 若干 の ロ ー ム ・ 焼土事立 を 含 む。

12層 灰 色 j: If- 陪 。 9欠 tt で炭化物 を 含 む。

第24図 SI05
- 31 -



〔壁 ・ 床〕 壁は薄い漸移層 及び地山の硬質 ロ ー ム 層 を掘込 んだもので、 ほぼ垂直に立ち上っ て

いる。 床面からの深さは北壁の カ マ ド西側で2 0cm、 西壁中央で2 3cm、 南壁 と 東壁では30cmを測る。

床はロ ー ム 面をたた き 占めた硬い平坦な面であるが、 所々 ピ ッ ト 状に掘り、 ロ ー ム を埋め戻し

て たた き 、 貼床状にしている部分も見られる。

〔周 溝〕 カ マ ドの部分を除く四壁沿に周て おり、 幅は 8 ~37cmを測り、 最大の部分も最小

の部分も南壁沿にある。 深さは東壁沿で2 . 5~ 8 . 5cm、 西壁沿で3 ~ 8 . 5cm 、 南壁沿で4~ 1 0cm、 北

壁沿で3 ~ 8 cmを測る。 覆土は全体的に ロ ー ム ブロ ッ ク を含む黒色土である。

〔 ピ ッ ト 〕 住居跡内からは 9 個の ピ ッ ト が検出され、 直径約2 0cmまでのP 2~ P 4 • P 8 · P,、 直

径30cm以上のP 1~ P 1があるが、 性格は不明である。

その他に、 東壁沿に地上ロ ー ム を埋めて上面をたたいた不定形 ピ ッ ト が3ケ所見られる。

〔 カ マ ド〕 北壁中央よりやや東寄りに作られており、 カ マ ド 全体の½は袖を伴ない住居跡の

掘り込の内側 、 ％は外側に作られている。 外側の部分もS X Olの覆土を切 っ ているため火の当る

部分は10~15cmの厚さで粘土質の土を貼 ている。 袖の内側の部分には平瓦、 丸瓦が埋め込まれて

いる。 大 き さは焚 口で上面幅70cm、 床面幅 6 0cm 、 奥行は上面で1 05cm、 床面で7 8 cm、 深さ38 cmを測

る。

図

25 
，， 

ケ
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，，， 

□ 1 

文� 3

□□三
第25図 S I05出土遺物 1 ・ 2 カ マ ド 出土 3 ~ 5 覆土出土 1 · 5 須恵器

3 土師器杯 2 ·4 土師器甕 （縮尺 ％ ）  

第 7 表 S I 05出土土器一覧表

番号 写 真 名 称 器 形 位 置 層 位
法 量 単位cm

口径 頚郁径 胴径 底径 高 さ 高台径 裔台裔
備 考

1 須恵器 杯 カ マ ド 13 .0  7 . 2  3 . 1  
2 土師器 甕 ，，， 20 . 4  16. 1  
3 ', 杯 £ - 4 7. 0 
4 ，， 甕 £ - 3 9 . 2  木葉痕
5 須恵器 壺 （ ？ ） 2 - 1 5 . 8  
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遺構 に伴 な う 遺物 （第25 · 26図）

土師器

杯 遺構に伴 な うのは カ マ ド出土 のロクロ杯 1 (1 C ? ）類、 非ロクロ無段 丸底杯の小片各 1

点 、 貼り床状 ピ ッ ト内より非ロクロ無段 丸底杯 1 点が出土 したのみである。 非ロクロ杯は 口唇部

直下 ま で削りが及んでいるものである。

甕 調整 にロクロを用い な いもので、 頸部 は ゆるやかに外反し、 口 唇近くは ほ ぼ水平に な っ て

おり、 口 唇部 の断面は 「つ」形を 呈する。 調整 は頸部、 口縁部 は連続した横 ナ デ、 体部外面は縦

方向 、 内面は横方向の ナ デが加えら れている。

こ

n 
3

 

2
 

4
 

／ ゜ 1 5cm 

第26図 S l 05出土瓦 1 · 2 丸瓦 3 · 4平瓦
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須恵器 （第2 5図 1 )

杯 カ マ ド 出土の平底のもので、 体部下半はやや丸味を帯び、 口縁は外反する。 底面には回転

ヘ ラ 切痕を残している。

瓦 （第2 4図 1 ~4 ) 

遺構に伴なうものはすべて カ マ ドの袖出土で、 丸瓦 1 類 2 点 ( 1 · 2 ) 、 平瓦 2 類 1 点 ( 3 ) 、

3 b 類 1 点 （4 ) が出土しており、 丸瓦 1 点( 2 ) と平瓦は焼け ているが、 丸瓦 1 点 （ 1 ) は内

面に若干焼土が付着しているのみでほとんど焼け てはいな い。

覆土出土の遺物 （第2 5図）

土師器 （第2 5図 2 )

甕 実測できたのは体部下半から底部にかけ ての破片 1 点である。 底面は平らで厚く、 体部外

面は縦方向、 内面は横方向のナ デが加えられて いる。

須恵器 （第2 5図 3 )

器形は不明であるが、 厚 手の底面を有する底部の破片である。 底面には回転ヘ ラ 切の痕跡を残

している。

瓦 丸瓦 1 類 4 点、 3 類 3 点、 平瓦 1 C 類が 2 点出土している。

S I  06 （第2 7図）

〔検出状況〕 第5 ト レ ン チの東側拡張部分に検出された住居跡である。 本住居跡の東側及び

南側は、 調査区外である。 S I 0 7に切られており、 北西には、 S I 05とS X Olが位置している。

住居跡内覆土の上層には、 L - l a からL -n までの 4 層が堆積しており、 L - II の黒色土は粘

性のある シ ル ト 質の土層 で、 旧表土と考えられる。 その下層 の L - m上面で遺構が検出されてい

る。

〔 プ ラ ン ・ 規模 ・ 方向〕 東側 及び南側が、 調査区外であるため正確な規模は不明であるが、

検出部分は東西約2 . 2 m、 南北約2 .4mを測り、 隅 丸方形を呈すると思 わ れる。 西壁の軸線方向はN

-20
°

-Wを向く。 また、 カ マ ド や貯蔵穴等は検出されなかった。

〔覆 土〕 S I 0 6 の覆土はS I 0 7の覆土により切られているため全体的な層序は、 明らかで

はないが、 ほ ぼ レ ン ズ状に堆積しており 自 然堆積を示している。 第5層を除き各層 には、 ロ ー ム

粒と焼土粒を含んでいる。 第5層は周溝内覆土である。

〔壁 ・ 床面〕 壁は地山を掘り込んで作られており、 遺存状態は大変良い。 立ち上がり角度は、

約100 ゜ を測りほ ぼ垂直である。 床面には地山を叩きしめて作られており、 平坦である。 東側部に

は、 ピ ッ ト らしき落ち込みが見られるが、 その性格は不明である。

〔周 溝〕 調査部分の北壁、 西壁に そ っ て周溝が検出された。 最大幅約35cm、 最小幅約15cm

床面からの深さが約1 0 cmを測る。 覆土は、 暗黄褐色土で粒子が細か く 、 ロ ー ム 粒子を含む。
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遺構 に伴 う 遺物

実測可能な土器は、 2 個体の みである が、床面より土師器杯の細片 が、数片出土 して いる。 ま

た、須恵器も杯片 が 2点 み ら れる。

土師器 （第28図 1 · 2 第19図版）

杯 1 · 2は床面出土 のロクロ調整 による内黒平底杯である。 1 は全体の約 7 0%、 2は全体の

約10％を残す。 1 は内弯 気味に立 ち上 がり 口縁部 でわ ずかに外傾する器形を呈する愚書土器で判

続不明である。 2点 共底部 切り離しは、回転糸切りで、体部 下半には手持 ち ヘ ラ 削りの再調整 が

施され 4b類に分類される。 内面は、底部 が放射状の細か い ミ ガ キ である。

覆土出土の遺物

覆土 か ら は、実測は不可能である がロクロ使用の土師器甕の底部 が出土 しており、静止糸切り

痕 が見 ら れる。 ま た、須恵器甕の体部 破片 が出土 しており、体部 外面に タ タ キ 目 が施されて いる。

瓦は 覆土 より 2 類の瓦が 1 点 出土 して いるのみである。

土師器 （第28図 4 ~ 5 図版

杯 4は [ -1 出土 のロクロ調整 平底杯である。 底部 か ら 体部 下端に回転ヘ ラ ケ ズ リ の再調整

が施されており、底部 切り離し不明の 1 類である。 内面は細か い ミ ガ キで黒色処理 が再酸 化のた

めとび橙褐色を呈して いる。
旦 B'

B
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I
O
6
 

b
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B' 

I 乏

第27図 SI06 · 07 

L-ill 

L - 1 。 褐 色 土 し ま り 弱 く 、序占性 な し 。 粒子粗 い 。 （耕作土）
L -1 b 黒 褐 色 土 し ま り な し 。 粒子粗 い。 （攪乱）
L - 1 ,  ，' し ま り 弱 く 、 粘性 な し 。 粒子やや粗 く 、

若干 の焼土粒 ・ ロ ー ム 粒 を 含 む。
L - 11  黒 色 土 シ ル ト 質 、 粘性 あ り 。 均質 で不純物 を 含

ま な い （旧 表土）► L-ffi 褐 色 土 漸移的 に 黄 色 が強 く な る 。 粘性強 い 。 ロ
I 

ー ム がや や腐植化 し た部分 ら し い。
L - N  黄 褐 色 土 地山 、 粘性極め て弾 い 。 均 質。

SI O 6 
第 1 層 褐 色 土 粒子粗 く 、 やや粘性 あ り 、 し ま り あ り 。

ロ ー ム粒 、 焼土粒子 を 多 く 含 む。
第 2 層 暗 褐 色 土 粒子 やや粗 く 、 し ま り 、 枯性 あ り 。 黒色

プロ ッ ク 、 ロ ー ム粒 、 焼土粒 を 含 む。
第 3 層 褐 色 土 粒子粗 く 、 し ま り な し 、 東占性弱 い 。 ロ ー

ム粒 、 焼土粒 を 多 く 含 む。
第 4 層 黒 褐 色 土 粒子やや粗 ＜ 、 粘性 あ り 。 黒色 プロ •J ク

r- を 多 く 含 む。 ロ ー ム粒 ・ 焼土粒 を 含 む。＇ 第 5 層 暗黄褐色土 粒子非常 に細 く 、 し ま り 弱 く 、 粘性強 い 。ト〇゜ ロ ー ム粒 を 多 く 含 む。
SI O 7 

第 1 層 黒 褐 色 土 粒子細 く 、 し ま り 弱 く 、 粘性 あ り 。 ほ ぼ
均質。

ト 第 2 層 褐 色 土 粒子細 く 、 し ま り 、 粘性 あ り 。 ロ ー ム小
プロ ッ ク 、 焼土粒 を 含 む0

第 3 層 暗 褐 色 土 粒子やや細 く 、 粘性 あ り 。 ロ ー ム粒 、 焼

↑ 
土 を 若干含む。

第 4 層 黒 褐 色 土 粒子細 く 、 し ま り 弱 く 、 や や粘性 あ り 。
ロ ー ム粒子 や や 多 い 。

I 
第 5 層 暗 褐 色 土 粒子細 く 、 粒性 あ り 、 ロ ー ム粒子 を 含 む 。

>、
0 1 m 
| l l l l l | 
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甕 5 · 6 は 、 £ - 1 出土 の非ロクロ甕である。 5 は底部 からイ本部下半の約40% 、 6 は体部上

半 から 口縁部の約30％を残す。 5 の残存部器形 は内弯気味に立 ち上がる。 底部は木 葉痕が見られ、

イ本部外面に は横方向の手持 ち ヘ ラケ ズ リ 、 内面に は ナ デの再調整 が施されている。 焼成が良好で‘

非常に硬質である。 6 は体部上半が内弯し 、 口縁部に至り外反 する器形 を残す。 体部外面は 口縁

部近 く ま で縦方向の手持 ち ヘ ラケ ズ リ が施され、 内面 は ナ デである。

土製品 （第28図 3 )

円 板状土 製品 床面直上層出土 で 、 ロクロ調整 平底杯の底部外面に墨書を持つ。 土器の底部を

利用したものである墨書 は器面の摩滅と黒斑のた め判読が難しい。 底部は 回転ヘ ラケ ズ リ の再調

整 が施され、 外周はケ ズ リ の加工痕が見られる。 内面 は黒色処理で放射状の ミ ガ キである。

\4 

心 3

5
 

｀
三

j
 6

 

第28図 SI 06出土遺物
1 · 2 床面出土 3 床面直上層出土
4 ~ 6 覆土出土 1 · 2 · 4  土師器杯
3 土 製品 5·6 土師器甕

（縮尺 ％ ）  
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第 8 表 S I 0 6 出土土器一覧表

図 番号 写 真 名 称 器 形 位 置

28 1 17- 9 土師器 杯
，，， 2 ，， ，， 

，， 3 ，， 円盤
製

形
土 品

，， 4 ク 杯
，， 5 ，， 甕
', 6 ', ，， 

S I  07 （第2 7図 第10 図版）

層 位

床 面
，， 

床 直

i - 1 
', 

'， 

法 量 単位cm

口 径 頬部径 胴径 底径 高 さ 篇台径 篇台高

1 2 . 6  6 . 2  4 . 7  
1 3 . 0  6 . 4  3 . 8  

直径4 . 3  
5 . 6  
9 . 0  

22 . 0  1 7 . 8  20 . 8  

備 考

不明墨書

不明墨書

木 葉 痕

（検出状況〕 第5号 ト レ ン チの東側拡張部に検出されたS I 0 6 を切った状態で検出された住

居跡である。 遺構検出面は、 S I 0 6 同様、 L - llI 上面である。

〔 プ ラ ン ・ 規模 ・ 方向〕 東側 と 南側 が調査区外で、 遺構 力渭窟認された部分は、 東西約0.5m、

南北約l. Zm と わ ずかである。 そのため プ ラ ン 、 規模、 方向は不明である。

〔覆 土〕 覆土は、 遺構 が発掘された部分 が わ ずかであるためこの層序 が全体的なものであ

るかどうかは不明であるが、 堆積状態は レ ン ズ状の 自 然堆積を示 し ている。 土層は粒子 が細か く

枯性を持ち ロ ー ム 粒子を含む。

〔壁 ・ 床面〕 壁は、 S I 0 6 の覆土を掘 り 込んで作られてお り 、 ほ ぼ垂直に立ち上 がる。 床面

は貼 り 床は認められず、 地山を叩 き し めて作られてお り 、 やや凸凹 し ている。

〔 ピ ッ ト 〕 1 個の ピ ッ ト が検出されている が、 その性格は不明である。

第 2 節 工 房 跡

S X Ol 

S X 0 1 は今回調査地区内での唯一の工房跡である。 第5 ト レ ン チ 内の一番北側よ り 、 S I 05の

竪穴住居跡に切られる形で検出された。 S X 0 1 と S I 05は同一 レ ベ ルで プ ラ ン を確認するこ と が

で き た が、 それは両遺構 が時期的に そう離れていない上に、 耕作土による攪乱の影響を受 けてい

るからであ ろ う。

S X Olの規模は、 長辺中央部で約8 . 7m、 短辺は多少所によ り 異なるが約2. 8 ~ 3. 0mであ り 、 隅

丸長方形 プ ラ ン を有する。 方位は長径が東西方向を示 し 、 短径は南北方向を示 し ている。 南辺の

中央部付近はS I 05の カ マ ド煙道で切られてお り 、 かつ その東側の南辺は長方形 プ ラ ン の中に入

り こむような形 と なっているので、 南辺の線は一直線でな く なって く る。

プ ラ ン 内の覆土は 9 つの層 に分れ、 いずれも ロ ー ム 粒 と 木炭粒を含んでいる。 最下層の第1 0 層

になる と 、 焼土層 が入っている。 遺物はこの各層 に含まれている が、 土師器 ・ 須恵器 ・ 羽 ロ ・ 鉄
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滓などである。 工房 の壁は ほ ぼ垂直 に立ちあがり、北側 の壁直下 には約3 . 6m の長さの溝がある。

こ の溝の 両端に位置 し てプ ラ ンの北側 には柱穴と思われるピットがあり、 こ の部分が出入口と考

え ら れる。 床面は かな ら ず し も平坦ではなく凸凹があり、 南西隅 には l m 四方の浅いピット部分

があり、特 に木炭 片が多かった。

遺構の中心となるのは、 プ ラ ンの長径中心線 に沿っ て、 5 個所に 2 基ずつセ ットとなる10基の

炉跡である。 2 基の セ ッ ト は時期を前後する切り合い関係 にある鍛治炉と思われるものである。

5 組のうち両端をの ぞく 3 組の炉は、東側が新 し く西側が古い。 また、炉の使用度を考 え ると、

新 し い方が焼け具合が少ないの で、古い炉は耐用度がす ぎたため隣接 し て新設 し たものであ ろ う。

一番保存状態のよかった P , - b に ついて説明する。 炉は長径104cm、短径70cmの長円形で粘土で

四周を固めてある。 炉底はか なり赤 く 焼け、そ の周辺上部は青灰色 に焼けている。 こ れは中心部

は酸化焔で周辺部は還元焔焼成となっ ているからである。 炉の上縁部 に一部凹 んでいる部分があ

り、ち ょ うど羽 口 の太さ に該当 する。 ただ 1 基の炉に何ケ の 羽 口があった かは確定できない。

出土遺物

土師器 （第31図 2 ~ 13 第32図15~20)

覆土内の上層 に ふ くまれるものが、圧倒的 に多い。 器種は杯と甕 の 2 種のみで、杯は平均する

と60％程度の遺存率を示す の に 対 し 、甕は40％ し か残っ ていないという相違点がある。
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第 1 層 黒 色 土 粘性、 し ま り あ り 。 若干 ロ ー ム 粒 を含む。
第 2 層 黒 褐 色 土 粘性 あ り 、 し ま り な し 。 口 ＿ ム 粒 ・ 焼土

粒 、 やや大粒の木炭粒 を 含 む。
第 3 層 暗赤褐色土 焼土層 。 粘性 あ り 、 し ま り な し 。 粒子 は

やや粗 く 、 若干の木炭粒 を 含 む。
第4．層 褐 色 土 粘性、 し ま り あ り 。 多 く の ロ ー ム粒 ・ 若

干の木炭粒 を 含 む。
ヶ 粘性 、 し ま り あ り 。 多 く の ロ ー ム粒 ・ 若

干の焼土粒 ・ 木炭粒 を 含 む。
第 5 層 黒 褐 色 土 粘性、 し ま り あ り 。 粒子細 く 、 若干の ロ

ー ム 粒 を 含 む。
第 6 層 黒 褐 色 土 粘性 、 し ま り あ り 。 多 ・く の木炭 ・ 焼土 を

含 む 。

第29図 SXOl

第4・層

10 
10 焼土 プロ ッ g 7 

第 7 層 黒 褐 色 土 粘性 、 し ま り あ り 。 大粒の木炭粒 ・ 焼土
粒 · ロ ー ム 粒 を 含 む。

第8。層 褐 色 土 粘性 、 し ま り あ り 。 ロ ー ム 粒 ・ 若干の木
炭粒 を 含 む。

第8・層 暗 褐 色 土 粘性 、 し ま り あ り 。 粒子細 く 、 若干の ロ
ー ム 粒 ・ 木炭粒 を 含 む。

第9．層 黒 褐 色 土 帖性 あ り 、 し ま り な く 軟 か い 。 木炭 ・ 若
干 の ロ ー ム粒 ・ 焼土粒 を 含 む。

第9・層 ク 粘性 あ り 、 し ま り な く 軟 か い 。 木炭粒 ·
ロ ー ム粒 を 含 む。

第10層 褐 色 土 層 粘性 あ り 、 し ま り な く ポ ソ ポ ソ し て い る 。
ロ ー ム粒 ・ 若干の焼土粒 を 含 む。
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杯、 2 種に大別可能である。 1つ

は 非ロクロ調整 の丸底及び平底風丸

底で、 有段と無段のイ本部 を持つもの

がある。 口縁部 は ヨ コ ナ デ、 体部 か

ら 底部 にかけて ケ ズ リ を加え、 内面

はいずれも ミ ガ キを施 し てある。 有

段 丸底をの ぞい てはいずれも内黒杯

である。 も う 1 種の杯は 、 ロクロ調

整 の杯である。 本報告に図示したも

のは主なもので、 他にも 復元可能な

ものがある。 分類 では非ロクロの平

底風丸底とロクロ整形杯の 1 C 類に

属 するものが圧倒的に 多 く 、 [ - 1 

• € - 2よりの出土が大部 分を 占 め

る。

— P2- b 

R a
 

P ― 2- a 

三
p2-a 

第 1 層 褐 色 土 炭化物 ・ 黄色粒子
を 含 む。

第 2 層 白褐色土 若干焼土 を含む。

p2-b  
第 1 層 黒褐色土 焼土 ・ 木炭粒 を若

干含む。
第 2 層 赤褐色土 焼土 、 ザ ラ ザ ラ 。
第 3 層 青灰色土 焼土 ・ 青灰色プロ

ッ ク を 含 む。

―⑤-
- P3- b 

Pa
 

P -
3 ー ・

さ
p3ー・ 黒 色 土 軟質 、 粘性 な し 。

第 1 層 黒 色 土 軟質 、 粘性 な し 。
第 2 層 黄褐色土 地山 と 黒褐色の混

り 土。

p3-b 
第 1 層 黒褐色土 焼土 ・ 木炭粒 を若

干含む。
第 2 層 赤褐色土 焼土 、 ザ ラ ザ ラ 。
第 3 層 褐 色 土 焼土粒 を含み 、 粘

性 あ り
第 4 層 黄褐色土 地山 ロ ー ム の プロ

ッ ク
第 5 層 赤褐色土 焼土 、 ザラ ザ ラ 。

第30図

特色と し てはロクロ 整 形杯体部 に 「小」 の線刻記号あるものが 3 点と底面に 「大」 の線刻 文字

のあるものが 1点み ら れる こ と がある。 ま た 、杯 口緑部 と その内側に一部 削 ら れたよ う な破損部

分が顕著に み ら れる ことがある。 （第31図 7• 8• 9） こ れは 口縁部 に何かを当 て て 引っ ぱった時にで

きたものかも知れな いが 、 そ の 具体的利用方法は不明である。

甕 図示した甕は す べ て [ - 1出土のものである。 イ本部 調整 はハ ケ メ の甕と ケ ズ リ の甕が ほ ぼ

半 々 である。

須恵器 （第31図 1 第31図14 第32図21)

杯 内外面をロクロ調整 した後、 体部 か ら 底部 にかけ て 回転ヘ ラ ケ ズ リ で仕上げ てある。 底面

には ケ ズ リ 残 し の粘土が少量残っ て いる。 灰茶色を呈する杯で、 技法的には土師器のロクロ整 形

杯の 1 類と同様である。 これのみが b 区床面より出土し て いる。

壺 内外面をロクロ調整 し てある壺の下半分のみが残存 し ている。 焼成時の 自 然釉 ら し い部 分

がある。 暗灰色を呈する。 [ - 3 の出土である。

甕 £ -1の出土で 80％の遺存率を示す。 再酸化 し たた め外面は橙茶褐色を呈 し て いる。 胴部

最大径 は 中央よりや や上部 にある。 調整 は 口縁部 はロクロ痕を残 し 、 他は平行 タ タ キ 目 である。

内面はロクロ ナ デを施 し てある。

羽口（第33図）

完全な形で残っているのは 1 ケ もないが 、 S X Olより出土 し ている羽 口の復元個体数は 13ケ 前
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後である。 粘土板を丸めて円筒形にしたものであるが、 一枚板でなく 2 ~4に わけ たものを合 わ

せたように見える。 内側穴部はナ デによる整形痕がみられ、 外側は一般 に縦にケズ リ を加えてい

る。 た だ 基部の太くなっている部分のみは内面にもケ ズ リ を加えている。 一例のみ外側をケ ズ リ

でなく、 ナ デで整形しているものがある。 先端部は鉱物質の融解物が付着するのは通有である。

羽 口 の複元径は、 全長13.0 cm、 先端部径5.0 cm 口径2 . 7cm、 基部径8 .4cm口径5.5cmとなっている 。

多くは [ - 1よりの出土であるが、 床面出土のものも3点ある。

工房跡の年代観

羽 口 や鉄滓の表面的観察から、 その実年代を求めることは今の所できない。 工房の稼動時期を

知るための資料としては床面出土の次に記す土器が あ る。 土師器片としては、 2 点の蓋の小破片

がある。 両面黒色でていねいに磨いてある も ので、 国分寺下層式に属するものである。 須恵器で

は、 ロ ク ロ 整形杯で底部は回転ヘ ラ 切りで再調整のない5 a 類が出土している。 これらはいずれ

も実年代を 8 C 後半 におく ことができるもので、 工房が使用された時期であると考えることがで

きよう。 覆土内の大多数の土師器は、 国分寺下層式の丸底杯と ロ ク ロ 再調整杯であり、 羽 口 や鉄

滓な ども覆土に多数含まれていることを考えると、 工房の使用終了後かなり早い時期に埋没して

しまったことが考えられる。 このことは 9 C 初頭に属すると思 わ れるSI 05にS X Olが切られてい

ることからも言 え ることである。

第 9 表 S X Ol出土土器一覧表

図 番号 写 真 名 称 器 形 位 置

31 1 17- 16 須恵器 杯
，， 2 土師器 ，， 
，，， 3 ，， ，， 
，， 4 17- 14 ，， ，， 
ク 5 17- 13 ，，， ，， 
，，， 6 17- 10 ク ，， 
ク 7 17- 12 ，， ク

，， 8 ，， ，， 
ク ， ，， ，， 
，， 10 ，， ク

ク 1 1  17- 4 ，， ，，， 

,,,. 12 ，， 甕
ク 13 ，， ク

ク 14 須恵器 壺
32 15 土師器 甕
ケ 16 ，， ，， 
，， 17 17- 15 ，， ，， 
ク 18 ，， ，， 
ク 19 ク ，， 
1， 20 ，， ケ

，， 21 17- 17 須恵器 ，， 

層 位

床 面
R, - 2 

，， 
£ - 1 

ク

，， 
，， 
，， 
1， 

ケ

，，， 

', 

，' 

i - 3 
£ - 1 

，， 
ク

', 

', 

', 

，，， 

法 量 単位cm
口径 頸部径 胴径 底径 高 さ 高台径 高台高
13 . 8  8. 5 4. 3 
13. 2  3 . 0  
16. 0  4 .  1 
14 .3  4. 1 
13. 6  4 . 5  
12. 3  5 . 6  3. 6 
14. 3  6. 6 4. 1 
13 .0  6. 5 3. 8 
13. 0  6. 4 4 . 3  
13 .8  7. 0 4. 2 
1 3 . 6  6. 9 4. 3 

10. 0  
8. 4 

9. 0 0. 8 
22 . 8  19. 3  19. 3  
27 . 0  23. 8  24. 9  
23. 6  21. 1  
26 . 4  22. 0  23 , 6  
20 . 6  16. 9  
15 . 8  14. 2  14. 9  
19. 6  16. 2  31. 5  
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第 4 節

S F Ol · S 0 01 

土塁 ・ 溝跡 • 井戸跡

（第34 · 35 · 3 6 図 ）

関平郵便局の北約150mの北の林の 中を東西 8 8m、 南北49mを 「7」形に走る土塁 と 、 そ の 外側

に見られる溝跡である。 この土塁は昭和45年頃には知られており、 この土塁 の内側 の 部分より奈

良 ・ 平安時代 の 瓦 • 土器が出土しており、 古代 の施設の可能性が考えられ、 今回 の 調査地点の選

定 の 基にな っ た遺構である。

土塁 の 外見は基底幅5~ 6 m、 内側からの高 さ 約50cm 、 外側から約lmの高 さ を有する上面の

丸い、 もの と な っ て いる。 溝は東西に走る土塁 の 外 （北側） に幅1 ~ 2 .5mの浅い窪み と な っ て見

られた。

調査地点は、 土塁 の東西に走る部分の東端部 （第1 ト レ ン チ ） 、 中央部 （第4 ト レ ン チ ） 、 西

端部 （第2 ト レ ン チ ） の 3 ケ所である。 なお、 この土塁は西端が水田で切られ ているが、 西に延

びていたもの と 考えられる。
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I ► 

I ► 

L - Il 

L - ffi  

L - IV  

自 然堆積土
L- I 褐 色 土 枯性 な し 。 パサパサで木の根 を 多 く 含 む。

（表土）
黒 色 土 シ ル ト 質 、 粘性あ り 。 均 質 で不純物 を 含 ま

な い （旧表土）
褐 色 土 漸移的 に 黄色 が強 く な る 。 粘性強 い 。 ロ ー

ム がやや1岱植化 し た部分 ら し い。
黄褐色 土 地山 、 粘性極 め て 強 い 。 均質。

土塁 (SF 01)積土
I ー ］ 褐 色 土 粘 な し 、 し ま り な し 。 ロ ー ム 粒 ・ ロ ー ム プ

ロ ・ノ ク を 班状 に 含 む。
黒褐色土 粘性 な し 、 し ま り な し 。 ロ ー ム粒子 が細 か

に 入 り 込 む。
I - 2 に類似 す る が、 色 調 が褐 色 が か る 。

1 - 2  

l - 3 ，， 

溝 (S D OI ) 埋土
I - ] 黒 色 土

L - 2 

粘性 あ り 、 L - Il に類似す る 力＼ ロ ー ム粒
チ が細 か に込 り 込 む。

褐 色 土 粘性 あ り 、 ロ ー ム粒子 ・ ロ ー ム プロ ノ ク を
班状 に 含 む。

第34図 S F Ol S D Ol （第1 ト レ ン チ ）
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S F Ol 土塁 の あ る 部 分 は地表下約 l m で黄色 ロ ー

ム 層 （第 N 層 ） に達す る 。 そ の 上 に 厚 さ 約20cmの漸

移層 （第 皿 層 ） 、 そ の上 に 厚 さ 約30-40cmの 均質 な

黒色土層 （第 II 層 ）

土 ( £ - 2 )

が来 る 。 （第34図）

土 は 自 然堆積 と 考 え ら れ る 黒色土 ( ¢ - 1 )

か ら な っ て い る 。 な お、

こ

の 第 1I 層 ま で が 自 然堆積土 で あ り 、 土 塁 は 第 II 層 の

上 に ロ ー ム 混 り の黒色土 と 褐色土 で基底幅3. 7~4 . 3  

m 、 高 さ 60~70cm程積 ま れ て お り 、 断面 は上面 が丸

く な だ ら か な 形 を 呈 し て い る 。

S 0 01 溝 は 、 S F Ol の北側 に沿て検出 さ れ た 上幅

2 . 6m 、 下幅30~40cm、 深 さ 80cm~ 1 m の も の で、 第

II 層 上面 か ら 掘 り 込 ま れ 第 IV 層 に達 し て お り 、 土塁

に接す る 側 では 第 4 層 上 面 で土塁沿に 幅50~60cmの

平担面 を 作 り 、 そ こ か ら さ ら に底面 に 向 て い る 。 覆

と 褐色

こ の溝は位置

掘 り 込み 面 か ら 考 え て 、 土 塁 に 伴 な う も の で あ り 、

溝を掘 っ た土 をL-II 上 に積 ん で土塁 を 作 た も の と 考

`
v

ー

|
＜
 

(

M

\
I
)

 

7
ー

ロ
ヨ
栽

（
芦
ー

T)
墜
捻
逐

I
I

T)
|

 

、
V

1
/ E 700 

N 600 
I
O
d
s
 (

M
'

1
 

7
ー

ロ
ヨ
栽（

芦
ー

T)

ーー

廻
笹
喪

(
＝
ー

T)
廿
B
醗

N655 

⑬ 

ー
＜

え ら れ る 。

S F  01 の基盤で、 S D 01 の掘 り 込み 面 と な っ て い る L - II は 第 5 ト レ ン チ では S I 05~07、 S

第36図 S F Ol S D Ol （第 4 ト レ ン チ）

X Ol を 覆 て お り 、 こ れ ら の遺構 は L - II の 下 か ら 検出 さ れ て い る 。 し た がっ て 、 今回調査地点 の

古代の遺構の覆土 を L - II が覆っ て お り 、 こ れ ら の遺構 が廃絶 し た 後L - II が堆積 し 、 そ の後 に S

こ れ ら の 所見 か ら S F 01 、 S D 01 は古代 の遺構 と は 直接関連 は無F 01 、 S D 01 が作 ら れ て い る 。

い も の と 考 え ら れ る 。

（第37図 第16図版）S D 02 

第 6 ト レ ン チ 西半部 よ り 検出 さ れ た 上幅約 5 m 、 底幅約60cm、 深 さ 約1 . 5m の溝跡 で、 中 間 に 2

つ の段 を 有 し てい る 。

S D 03 

こ の溝の掘込 見 は L - II 上面 で あ り 、 東壁の 一部 がS EOl に 切 ら れ 、 そ こ

を さ ら に S D 02 に切 ら れ て い る た め 、 東壁の完全 な 立 ち と り は 不 明 で あ る 。

（第37図 第16図版）

S D  02の 東壁 を 切 て S D 02 に並行 し て 走 る幅1 . 65m 、 深 さ 20~25cmの断面 が皿状 に な る 溝で あ

る 。 埋土 は軟質で粘性の な い 黒褐色土一層 で あ る 。

S E Ol （第37図第1 6図版）

第 6 ト レ ン チ でS D 02 を 切 り 、 S D 03 に切 ら れ て検出 さ れ た 素掘 り の井戸跡 で あ る 。 直径約90

cmの 円筒形 を 呈 し 、 深 さ は 1 . 2m 以上であ る が出水 が激 し く 、 そ れ以上の掘 り 下 げは 不可 能 で あ っ た 。
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A
 

S D 02 

表 土
I A9 忠褐色土 軟t't 、 し ま り な し 。 （現耕作土 ）

席
b
c

 

l
l

 

軟質 、 や や し ま り あ り 。 ロ ー ム 粒 を 含 む。
軟質 、 所 々 硬 灯 プロ J ク を 含 む。

S D 02裂土 黒褐色 、 やや卓欠it 、 ロ ー ム粒 を 若 干 含 む。
S E O]投土 黒色土 、 粘性 あ り 、 し ま り な し 。 ロ ー ム プロ J ク

を 含 む。

S D 03籾土
I a k1 1培褐色土

I b 吊
2c 培 褐 色 土
2,/fii ', 

2, /昴
3。恥 黄褐色土

3b 彫
4 層 黄 色 土
5 ,v, 

第37図 S D 02 ·  03 · S E  01 （第 6 ト レ ン チ）

第 6 ト レ ン チ

N 584 

軟質 、 やや粘性 あ り 。 ロ ー ム 粒 i- 、 軟 質 プ ロ

J ク を 含 む。
I 澤 よ り やや赤味 を 需 び、 若 F し ま っ て い る 。
やや硬炊 、 ロ ー ム粒子 と 若干の炭 化物粒 を 含 む。
やや明 る い色 で、 ロ ー ム粒 が 多 く 、 炭化物 を
含 ま な い。
やや軟質 、 し ま り あ り 。 若干 の ロ ー ム粒 を 含 む。
硬 tt 、 し ま り あ り 。 ロ ー ム 小 プ ロ ・J ク を 多 く
含 む。
や や砂味 が か り 、 若 干炭化物粒 を 含 む。
やや飲it の粘性の あ る ロ ー ム プロ ッ ク K4 。
やや赤味 がか る ロ ー ム プ ロ ッ ク よ り な る 附 。
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第38図 S D  02出土瓦 1 軒丸瓦 2 軒平瓦
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第 4 章 考

第 1 節 土 器

叙ぇr、

今 回 の遺構出 士 土 器 は 大 き く 2 群 に わ け る こ と がで き る 。

l 群 は S X 01 出 土 の も の で、 床 面 か ら は 非 ロ ク ロ 両 面黒色の土師器蓋 を 出土 し て い る 。 こ れ に

は須恵器杯 5 a 類 （第31 図 l ) を 伴 な っ て い る 。 覆 土 か ら は非 ロ ク ロ の平底 ・ 無段 丸底 の杯、 ロ

ク ロ 土 師 器 1 • 1 C 類 が出土 し て い る 。 こ の覆 土 は S I 05 に 切 ら れ て お り 、 し た が っ て こ の 覆 土

出 土 の遺物 も 時間 的 に 限定 さ れ た も の と い え る 。

2 群 は ロ ク ロ 調整 の 土 師 器杯 を 有 す る グ ル ー プでS 1 01 ~06 がそ れ で あ る 。 そ の う ち 、 S I 01 

~05 は ロ ク ロ 土師 器杯 l 類 を 有 す る も の で、 S I 02で は 1 a 類 （ 第 17図 1 ) が見 ら れ 、 S I 05で

は 須恵 器杯 5 a 類 が伴 な っ て い る 。 S I 06 で は ロ ク ロ 土師 器杯 4 b 類 が出 土 し て い る 。 こ れ ら S

I 01 ~05 に は 見 ら れ な い も の で あ る 。 そ こ で前 者 を 2 a 群 、 後 者 を 2 b 群 と し て お く 。

1 群土器、 す な わ ち S X 01 の も の は床 面 に 出土 の も の に つ い て 見 る と 非 ロ ク ロ 両 面 黒色 の 蓋 が

あ る 点 、 須恵器杯 5 a 類 が伴 な う 点 な ど か ら す る と 国 分寺下層 式 の 可能性 が強 い も の で あ る 。 さ

ら に こ の 覆 土 は S X 01 に 切 ら れ て お り 、 後述す る よ う に 2 a 群 は 9 世紀前半 と 考 え ら れ る も の で

あ る 。 し た がっ て 、 こ の 製土 も 国 分寺下層 式 の 年代 で あ る 8 世紀後 半 ～ 末 頃 と 考 え ら れ る 。 こ の

時期 と 考 え ら れ る も の に 西 白 河郡大信村下原遺跡 2 号 ピ ッ ト 、 伊治城形土 器 な ど が あ り 、 と も に
UI: 1 )  1注 2 )

非 ロ ク ロ と ロ ク ロ 調整 の 土師 器杯 が共伴 し て お り 、 S X 01 の 覆 土 出 土 の 土 器 と 技法的 に 類似 し て

い る 。 但 し 、 床 面 の 資 料 は 少 な く 、 ま た 覆 土 の も の は 床 面 と 同時期 で あ る 証拠は無 い の で、 今 の

と こ ろ S X 01の も の で床 面 の 土 器 は 国 分寺下層 式 ～ 下 原 2 号 ピ ッ ト 、 伊治城形土器の時期 ( 8 世

紀後 半 ～ 末 ） 、 覆 土 の も の は埋没時 の 混 入 の 恐 れ も あ る の で、 床面以後、 S I 05以前 す な わ ち 8

世紀末 ～ 9 世紀初頭 と 考 え て お き た い 。

2 a 群 の 土 師 器杯は ロ ク ロ 調整の 1 類 で構成 さ れ て お り 、 こ れ ら に つ い て は 表杉入式 の 古 い 時

期 と 考 え ら れ 、 ほ ぼ 9 世紀前半 の 年 代 が与 え ら れ て い る 。 今回 の調査で も こ れ を 覆 え す よ う な 結

果 は 出 て い な い 。

2 b 群 と し た も の は 資料数 が少 な く 問 題 は あ る が、 土 師 器杯 で 4 b 類 が 多 く 見 ら れ る よ う に な

る の は 9 世紀後 半頃 か ら で あ る の で 、 こ れ は 9 世紀後 半 ～ 10世紀の 年 代 が与 え ら れ る も の で あ ろ
Ii I• 3 )  

う 。

今 回 の 調査で出土 し た 土 器 は 以上 の よ う な も の で あ り 、 そ の 年 代 は 9 世紀前半 が中心 と な り 、

そ の 前後 の 時期 が若干 見 ら れ る と い う あ り 方 を 示 し て い る 。
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第 2 節 瓦の セ ッ ト 関係

従来の関和久遺跡の報告 （福島県教委 1973. 3 ~1982. 3 、 泉崎村教委 1974. 12) を通 じ

て本遺跡群出土の瓦のセ ット関係はかな り 明らか にされてきている。 これらの関係を先 に述べた

分類 に基づき整理すると次の ようになる。

1100、 1101、 1110軒丸瓦—-1500軒平瓦ー—ー平瓦 1 a 、 1 C 、 2 類

1120、 1121軒丸瓦 1520軒平瓦

1180軒丸瓦 1540軒平瓦ー一平瓦 5 類 丸瓦 3 類

1560軒平瓦ー一平瓦 5 類

また今回の集成を通 じ て若千のセ ット関係 に関する知 見を得た。 まず複弁蓮華文を有する1100、

1101、 1110軒丸瓦は接合 に 際して丸瓦端部 に 縦方向 の傷をつけ、 接合の強化を計ることは先 に述

べた。 図示はできなかったが、 瓦当面 から剥落した痕跡のある丸瓦 1 類の広端部 にこの傷が見ら

れ、 丸瓦 1 類が複弁蓮華文軒丸瓦 に伴うことは確実である。 また関和久 1I （福島県教委 1974. 

3 ) ですで に指摘されているよう に1160軒丸瓦の 丸瓦部は丸瓦 3 類 に属する も のである。 一方、

1500軒平瓦の平瓦部は第 図 に示したよう に平瓦 1 a 、 1 C 、 4 類 に属するもの である。 さらに

1520軒平瓦の顎部の剥落した資料が穂積国雄氏の収集資料中に数点あり、 そ れ に よ ると1520軒平

瓦の平瓦部 に は 3 a 類が使われている。

以上の知見を綜合すれば現在までのとこ ろ判明している本遺跡群の セ ット関係は下のよう に な

る。

1100、 1101、 1110軒丸瓦—-1500軒平瓦—平瓦 1 a 、 1 C 、 2 、 4 類一ー丸瓦 1 類

1120、 1121軒丸瓦 1520軒平瓦—平瓦 3 a 類

1160軒丸瓦

1180軒丸瓦 1540軒平瓦—平瓦 5 類

1560軒平瓦—平瓦 5 類

丸瓦 3 類

丸瓦 3 類

とこ ろ で関和久遺跡関連 の窯跡として知られる西白河郡矢吹町か に 沢窯跡 に おける所見 に よる
（注4)

と （福島県教育委員会、 1977. 3) 1500軒平瓦と平瓦 1 、 3 a 類は共伴するか、 きわめて接近し

た時期のものとされている。 従っ て上述 の関係 から言 え ばllOO、 .llOl、 lllO軒丸瓦及 びこれとセ

ット になる瓦群とll20、 ll21軒丸瓦及 びこれとセ ット になる 瓦群とは共伴ないし、 接近した時期

のものと解し得るであ ろ う。 一方、 丸瓦 3 類及 び平瓦 5 類を媒介すれば、ll60、ll80 軒丸瓦、1540、

1560軒平瓦が一つ の グ ル ー プとして考 え られるよう に 思われる。

前者の グ ル ー プは少な く ともか に 沢窯跡住居跡の示す時期、 すなわち 8 世紀前半代 にはすで に

存在しており後者はやや時期の降るものであ ろ う。
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第 3 節 凸面布 目 瓦の製作技法 に つ い て

本遺跡群の平瓦 2 類は一般に凸面布目平瓦と呼ばれるものである。 この種平瓦の製作技法につ

いては現在のとこ ろ 凹型を用いた 一枚造り説 （奈良国立文化財研究所 19 6 0 . 3 佐原真 1972 
（注 5 ) （注 6 )

京都大学考古学研究会 19 8 2 . 1 1)と桶の内巻き作り説 （進藤秋輝 197 6 .  10 大脇潔 1 8 8 1. 
（注 7 ) （注 8 ) （注 9 )

7)の2 者があり、 結論が出ていない。 今回の整理作業を通じてこの種平瓦の製作技法を考える

上で重要な知見を得たので若干の検討を加えてみたい。

第39図1に示 し た ものはS I O3の覆土から出土 し たもので、 残存する凸面の約半分程が破面にな

っている。 この破面には横走す る微隆起線が多数観察される。 この痕跡は粘土板を切り取る際に

生じた 糸切り痕跡が反転 し た状態と理解され、 この部分が粘土板の合 わ せ目と考えられる。 この

合 わ せ目の端部には粘土を接着させるための強いナ デつけ を し た痕跡も観察される。 このよ う な

痕跡は図に示 し たもの以外にも認められるものである。

第39図2 は関和久遺跡第5次調査で遺構確認面から出土 し たもので、 凸面の布目が良く残ってい

る。 模骨痕の上には 2 種の痕跡が観察される。 一つは縦1列に並 んだ、 い わ ゆる釘頭状の痕跡で

あり、 他の一つは紐状のものの圧痕である。 釘頭状の痕跡に粘土を押 し あて、 反転 し た状態で観

察すると （第40 図3)布の下から糸が出てきていった ん布の上に出、 また布を通って下にも ぐって

いる状態が観察され、 この痕跡は模骨上に布を糸で留めたものであることが知られる。 糸は布を

留 た部分でのみ観察されるため、 模骨の細板に小孔をあけ 、 糸は小孔を通 し て裏にま わされてい

ると考えられる。 一方紐状の圧痕は良く見ると 2 本の糸が布と細板の間及び布と粘土との間を交

互に出入り し ている状態であることが判る。 さらにこの痕跡の左右の布目に若干の ズ レ が見られ

る。 従ってこの痕跡は布の綴じ合 わ せ痕と判断される。

以上の観察結果から、 平瓦 2 類の凸面に圧痕と し て残されている布は模骨の細板に穿 た れた小

孔に糸を通 し て模骨上に留められており、 両端はやはり糸によって綴じ合わされていること及 び

瓦製作にあたって粘土板を使用 し 、 その両端は合 わされていることが判明 し た 。 従って少なくと

も本遺跡群の凸面布目平瓦については一枚作り説は成立 し 得ない。 現状でこれらの痕跡を最も矛

盾なく説明 し 得るのは桶型の内側に粘土板を巻きつけるとい う 進藤氏の解釈 （進藤 197 6 .  1 0) 

であ ろ う 。 ただ進藤説においても実際に粘土板を桶型に巻きつけ る作業が困難であるよ う に思 わ

れ、 若干の疑問が残る。 今後検討 し ていきたい。
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もの も あるが 、 今 回検出さ れた ものは 、 そ れ ら に比べ比較的 ま と ま りがあるもの と いえる。

ま た 、 S X Olの ような複数の炉跡を有 する工房跡が検出さ れたのは近 く では秋田城跡、 鹿の子
（注12)

C 遺跡な ど例が少ないが 、 特別の遺跡でのみ現在の と こ ろ 発見さ れている。
（注13)

竪穴住居跡に瓦が 多 く 用 い ら れ て いる点につい ては近 く に 瓦を出土する地点があり 、 そ こより

共給さ れたものである点は ほ ぼ ま ちがいな いと思われる。

以上の竪穴住居の規模が比較的 ま と ま っ ており、 カ マ ドには瓦が 多 く 用い ら れ ている点、 特殊

な工房跡等を伴なう点、 ま た灰釉陶器の浄瓶のよ う な特殊な遺物を出土 する点な ど、 周辺の同時

期の集跡 と ば性格の異な っ た古代の遺構群であると いえる。

掘立柱建物跡は古代の竪穴住居跡の覆土を覆う黒色土 (L -2 ) 上か ら 掘り込 ま れ ており、 そ

の柱配置等 か ら 中世～近世のものと考え ら れる。

土塁 (S F 01) と そ れに伴 なう溝 (S D 01) につい て 見る と 、 S F OlはL - 2 の上に積 ま れ、

S D  01はL -2を切 っ ており、 ともにL - 2 より新 し いものといえ る。 土壌分析 の結果 か ら この

L - 2 とS I 05~07、 S X Olを 覆い、 S B 01に切 ら れ ているL -2 は同 じ もの と いえるので、 こ

のS F 01 · S D  01も古代の遺構群よりは新 し い ものであると考え ら れる。 遺構面との関連 か ら す

るとS B 01との関連が強 いものといえ よう。

注 1 木本元治 「下原遺跡 7 号 ピ ッ ト 出土の土器」『 し のぶ考古』 7 し のぶ考古学会 197 8 

注 2 白鳥良一 「 多 賀城跡出土士器の変遷」『研究紀要』 W 宮城県多賀城跡調査研究所 1980 

注 3 福 島県教育委員会 「東北新幹線関連遺跡発掘調査報告 1V 一御山千軒 遺跡ー」 福島県 文

化財調査報告109集 1 9 83 

注 4 福島県教育委員会 「 かに沢窯跡」 『関和久遺跡V』 付章 1977. 3 

注 5 奈良国立化財研究所 「川原寺発掘調査報告」 1960. 3 

注 6 佐原 真 「平瓦桶型作り」 考古学雑誌 第50巻 2 号 1970

注 7 京都大学考古学研究会 「播磨繁昌廃寺調査報告」 『 ト レ ン チ』 34 1982. 11  

注 8 進藤 秋輝 「東北地方の平瓦桶作り技法につい て」 「東北考古学の諸問題』 1976. 10 

注 9 大脇 潔 「古代造瓦技術に関 す る一考案 一凸面布目 瓦の製作技法を 中心 と し て一

奈良国立文化財研究所第50回公開講演会資料 1 9 81. 11 

注lO·ll福島県教育委員会 （財） 福島県文化セ ン タ ー 「谷地前C 遺跡」「西 原遺跡」『母畑地区遺

跡発掘調査報告書』 福 島県 文化財調査報告書第85集

注12 秋田市教育委員会 「秋田城跡」『昭和 56年度秋田城跡発掘調査概報』 1962 

注13 茨城県教育財団 「鹿の子C 遺跡」 1981 
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付 章 福島県泉崎村関和久上町遺跡土壌の分析結果

東北大学農学部 庄 子 貞 雄 山 田 一 郎

分析方法

鉱物分析用の試料は、師 で0 . 1mm以上部 分を師別し、つい でに遊離の酸 化物を除去した後0 . 1 -

0 . 2m而祁分 と 0 . 2mm以上部 分 と に師別した。 次に、0 . 1-0 . Zm叫船分につき、 テ ト ラ ブロ ム エ タ ン

（比重2 . 96) で重鉱物部 分 と 軽鉱物部 分に分離した。 重および軽鉱物部 分の鉱物組成は、 それ ぞれ

200~300粒を偏光顕微鏡で検鏡し決定した。

実験結果

分析は、第1 ト レ ン チ土塁下黒土 層 (L -II 、試料No.、No. l ) 、第5 ト レ ン チ表土 (L -I a 、

No. 4 )、同黒土 (L -II 、No. 5 )、同漸移層 (L -fil、No. 6)、同地山ロ ー ム (L -N、No. 7 ) につい

て行った。

第1 表には土壌の土 性 （粒度組成、触感）、0 . 02mm以上部 分の軽石含量 （肉眼観察）、腐植含量、

土 色 （標準土 色帳による）をし めし た 。

No. l、No. 4 、No. 5 は と もに 多量の腐植を含ん でおり、土 色は7 . 5Y R 1％ と 黒味が非常に強い。

No. 6 は上位層より腐植含量は少なく、土 色も7 . 5Y R ％ と やや黒味が強い。 No. 7 は、腐植は ほ と

ん ど含ま れておらず、土 色も7 . 5Y R ％ と 褐色 で ある。

土性はNo. 1 、No. 4 、No. 5 は C L 、No. 6 はL i c 、 No. 7 はH C であり、No. 6 と No. 7 と くにNo. 7 が粘

土含量が 高く、土壌の風 化が進 ん でいる。0 . 2mm以上部 分の軽石はNo. 5 と No. 7 に 多く含ま れている。

No. I にも比較的 多く軽石が含ま れている。 No. 2 と No. 6 は他に比べ軽石含量は少ない。

第2 表には、第1 表の土壌から分離した0. 1 -0 . Zm畔い分の鉱物組成を示した。 各試料の重鉱物

含量は26~45% と 、全試料 と も その含量は高い。 重鉱物組成は、No.. 1 、No. 4 、No. 5 、No. 6 と も シ

ソ 耀石、磁鉄鉱を主体 と し少量の普通耀石 と 角 閃石を含ん でいる。 No. 7 は他に比べ、 角 閃石 と 磁

鉄鉱含量が少ない。

軽鉱物組成は、No.l、No. 4 、No. 5 、No. 6 は斜長石 ＞火山 ガラ ス こ風 化粒で ある。 この中 でNo. 5

は と くに斜長石含量が高い。 No. 7 は 火 山 ガラ ス含量が最も高く、つい で斜長石、風 化粒の順であ

る。 いずれの試料に も 少量の石英が含ま れ、 ま たNo. 1 、No. 4'、No. 6 には黒雲母が含ま れている。

考 察

この遺跡土壌の母材は0 . 2mm以上部 分に軽石をかなり含ん でいる場合が 多い こ と 、軽鉱物部 分に

火 山 ガラ スが 多い こ と な どから、火山灰を主体 と している と 考えられる。 と くに第5 ト レ ン チの

No. 5 (L -II 、黒土 ） と No. 7 （地山ロ ー ム）は 軽石を主体 と しているが、 このNo. 5 の較石は、 福
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島県西郷村や栃木県那須町で認め ら れ る ア ワ 砂様の 軽石層 に 対応す る と 思 わ れ る 。

次 に 、 第 1 ト レ ン チ と 第 5 ト レ ン チ の L - Il に つ い て 検討 し て み る 。 両 ト レ ン チ の L - Il が認

め ら れ る 断面 は 、 ぎ わ め て 類似 し た 土壌断面 か ら 成 る 。 ま た 両 ト レ ン チ の L - Il の重鉱物含羹 と

重鉱物組成 は 同様の結果 で あ る 。 た だ し 、 軽鉱物組成 は 第 1 ト レ ン チ の L - Il で風化粒 が 多 く 、

第 2 ト レ ン チ と も の で斜長石 が 多 い 。 こ れ は 、 0 . 2mm以上部 分 の 軽石 含 量 か ら も 明 ら か な よ う に 、

第 1 ト レ ン チ の L - Il は 第 5 ト レ ン テ に比べ て 上下層 と の 混 合 が進 ん で い る た め と 思 わ れ る 。 以

上 の こ と か ら 両 ト レ ン チ の L - Il は ほ ぼ同 じ 母材 か ら 成 る と み て さ し つ か え な い 。

第 5 ト レ ン チ の L - I と L - Il の 土色 を よ り 詳 し く 観察 す る と L - Il の 方 が黒味 が強 く 、 L 

Il は こ の 断面 の 中 で最 も 多 最 に 有機物 を 集積 し て い る 層 であ る 。 こ の こ と は 、 こ の 層 が長 期 間 表

層 に あ っ た こ と を 示 し て い る 。 ま た 、 L - I は 第 5 ト レ ン チ の L - I C に ロ ー ム 粒 を 含 む こ と か

ら 崩 積土 で あ る 可能性 が考 え ら れ る 。

結 論

鉱物分析 を 行 っ た 試料 は母 材 がす べ て 火 山 灰 を 主体 と す る 土壌 で あ る こ と が判 明 し た 。 第 1 ト

レ ン チ と 第 5 ト レ ン チ の L - Il は 同 じ 火 山 灰 が風化 し て で き た 土壌 と み ら れ る 。 ま た L - Il は 長

期 間 表層風化 し た た め 、 多 鑓 の 有機物 を其積 し て い る の が特徴的 で あ る 。

第 1 表 土壌の性質

サ ン プ ル 名 土性 0 . 2mm以上部分の軽石 腐 植 土 色

第 1 ト レ ン チ L - II (No. l )  C L  含 む ・ 富 む す こ ぶ る 富 む 7 . 5Y R 胄

第 5 ト レ ン チL - I a (No. 4 ) C L  含 む ケ ，， 

', L - II (No. 5 ) C L  富 む ク ', 

，， L - lD (No. 6 ) L C  あ り 富 む 7 . 5Y R ½  
，， L - N (No. 7 )  H C  富 む あ り 7 . 5Y R % 

第 2 表 土壌の鉱物組成 (O . l - 0 . 2m嘩記分 中）

重鉱物組成 （粒数％） 軽鉱物組成 （粒数％）
サ ン プ ル 名

第 1 ト レ ン チL - II (No. I ) 

第 5 ト レ ン チL -l a(No.4 ) 
ク L - II (No. 5 )  
，， L ― 皿 (No. 6 )
，， L -VI (No. 7 )  

ン ソ麻石

49 

54 

47 

53 

66 

普通軽石 角肉石
1 1  1 1  

5 8 

6 10 

10 4 
1 6  1 

磁鉄鉱 斜長石 石 英 火山 ガ ラ ス 黒雲母
30 49 1 25 l >  

33 41 3 33 l >  

37 73 z 20 

33 42 2 37 1 
1 7  20 1 67 
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重鉱物含獄
風化粒 (W+%) 

27 30 

32 26 

6 36 
19 45 

12  39 
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